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発刊にあたって

平成12年度の埋蔵文化財調査は市内各所において行われ、縄文時代から

中世までの多くの遺跡が発見きれました。

なかでも長者原遺跡の調査では、弥生時代後期の環濠と共に、古墳時代中

期の竪穴式石室や石棺墓が発見され、日田市の歴史を考える上での大きな成

果をあげることができました。

近年の開発事業に伴う埋蔵文化財の調査は増加の一途をたどっており、今

後さらにこの傾向は続くことが予想きれますが、今後も開発者に対して埋蔵

文化財への理解を求めると同時に、こうして明らかになった遺跡の現地説明

や体験学習、そこから出土した遺物の展示等を通して、広く教育-文化の発

展に寄与したいと考えております。

最後に、この 1年間日田市の埋蔵文化財の調査および普及-啓発に、多大

なるご指導・ご協力を賜りました。関係者の皆様方に心よりお礼を申し上げ

ます。

平成13年10月

日田市教育委員会

教育長後藤元晴



例目

1 .本書は平成 12年度に日田市教育委員会が行った埋蔵文化財保護事業の概要をまとめた

ものである。

2.本書には大分県教育委員会が日田市内で行った埋蔵文化財保護事業の一部もあわせて掲

載している。

3.発掘調査における遺物 ・図面・写真類等の資料については日田市埋蔵文化財センターに

て保管・展示している。

4.受領図書は平成 11年4月l日から平成 12年3月31日の間に日田市教育委員会に寄

贈された書物を掲載し、あわせて日田市立博物館あての書物も掲載した。

5.表紙の写真は長者原遺跡の空中写真、 裏表紙は同遺跡発見の竪穴石室の写真を使用した。

6.本書に掲載した図面の作成・製図は各担当者が行い、受領図書一覧表の作成では伊藤

美氏の協力を得た。

7 本書の執筆は Iー 1)、 日、国を渡遣が行ったほかは、各調査担当者が行った。

8.編集は各担当者間で、協議し、i度遣が行った。

9 本書のうち、吹上遺跡・天満古墳群については日田市教育委員会で行ったが、昨年度に

引き続き、別府大学下村智助教授に随時調査指導をいただき、執筆についてもお願し、し

た。
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I 平成12年度の埋蔵文化財調査事業

1)平成12年度の埋蔵文化財調査の概要

平成12年度発掘調査等の動向(表 1) 

平成12年度は公共・民間開発の事前照会件数は43件を数え、このうち前年度照会を受けたものも含め、試

掘・立会い調査件数は29件、また試掘調査により発掘調査に至ったものも含めた発掘調査件数は17件にのぼっ

た。

住宅造成や庖舗建設に先立つ発掘調査は前年度と同件数の9件実施し、日田条里上手地区、長者原遺跡、手

崎遺跡、本村遺跡、2・3次、 三和教田遺跡H区、高瀬条里永平寺、尾部田遺跡、元宮迫跡6次をそれぞれ実施

した。

公共事業に伴う発掘調査の件数をみると近年増加傾向にある農業基盤整備関連事業に先立ち、大行事遺跡、

大肥条里下河内地区、大肥条里吉竹地区、後迫遺跡の4ヵ所を実施し、また、このほか市道建設に伴い大波羅

遺跡C・D.E区を実施した。遺跡保存を目的として吹上遺跡の5年次、天満古墳の4年次、及び)主要遺跡の

碓認を目的として会所山遺跡の調査を行った。

さて、これらの動向を見てみると、照会、試掘・ 立会い調査件数は公共事業を除いて、前年度からやや減少

しているのに対し、発掘調査件数は前年度と同件数を数えた o また、調査面積は総計約21254ぱを測り、調

査員一人平均約7085ぱを調査したことと なった。これは前年度の約2.1倍にあたり、 農業基盤整備関連事業

の増加と人員体制の影響が顕著に表れている。現体制下での上限を示すとともに大規模開発事業対応への体制

整備等多くの課題が提起されたといえる。

平成12年度の発掘調査の内容(表2、第l図)

本年度も旧石器時代の調査例はな く、縄文時代遺跡の調査では、長者原遺跡において早期の包含層が碓認さ

れ、大肥条里下河内地区では前期の集石遺構、竪穴遺構、溝、土坑が検出された。大肥条里吉竹地区では後期

の土坑、尾部田遺跡ではl晩期の住居跡が検出された。

弥生時代遺跡の調査では、長者原遺跡4次において後期後半の環濠が検出され、環濠集落の存在が明らかと

なった。 吹上遺跡でも昨年度に確認された条溝の続きが検出されるとともに、 条溝につながる環濠の存在が確

認された。また、台地の裾部としては初めての調査例となった本村遺跡2・3次、尾部田遺跡では後期後半~

終末期・古墳初頭の住居跡が大置に検出された。台地、丘陵上の遺跡と密接に関係していたと考えられる集落

の存在が明らかになったことは、今後、 当該時期の集落動向を考える上での重要な成果である。このほか、大

波羅遺跡E区において杭を持つ溝、手11崎遺跡では竪穴住居跡、後迫遺跡で中期から後期の竪穴住居跡等が検出

されている o

古墳時代遺跡の調査では、長者原遺跡4次において前期から中期にかけての竪穴式石室、石棺墓等が検出さ

れた。また、 手崎遺跡、本村遺跡、2・3次、大行事遺跡、尾部田遺跡、大肥条里吉竹地区において集落跡が確

認された。このほか天満古墳では、周溝の確認調査が行われた。

古代の遺跡の調査では、大波羅遺跡D区において墨書土器等の大量の遺物を含んだ包含層が検出され、昨年

度調査のB区との関係が注目される。また、本村遺跡、2・3次、大行事遺跡、尾部田辺跡、大肥条里吉竹地区

では住居跡が確認されている。

中位遺跡の調査では、 高瀬条里永平寺地区において 13~16世紀の掘立柱建物跡が検出され、永平寺跡との

関係を考える上での貴重な成果が確i認された。また、日田条里上手地区5次でも掘立柱建物跡が発見されてい

る。
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埋蔵文化財調査推移グラフ

①照会件数
②試掘立会件数
③発掘確認調査件数
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12. 
表2 平成何年度発掘=確認調査一覧表

日田市教育委員会

番号 遺 跡 名 所在地 調査原因 調査面積 調査年月日 備 考

日臼条里上手地区 ご和字当根町12-1 宅 地造成 540m' 120417~12051 2 

2 大波羅遺跡C・D.E区 田島字大原180-1 道 路建 設 970ぱ 120417 ~ 120808 

3 長者原遺跡 小山字沖原195-2 宅地造成 600ぱ 120518~120810 

5 手11崎追跡 高瀬字手崎1225-1 展示場建設 294m' 120618~ 120711 

5 本村迫跡2次 小迫字浄光院1164ほか 畑地改 良 700m' 1 207 15~ 120721 

6 吹上遺跡11次 友田字l次上原1264-1ほか 確 認調 査 100m 1 20722~120811 

7 三和教閏遺跡H区 三和字大塚2479-1ほか 地盤 整地 1050m' 1 20828~ 1 20913 

8 大行事遺跡 西有田字平等寺1193-4 農道建 設 450ぱ 1 20829~12 1120 

9 天満古漬 小迫字天神山1580ほか 確認調査 60m' 120918~121003 

10 高瀬条里永平寺地区 高瀬字火ノ口663-1 宅地造成分譲 700ぱ 121002~1 211 15 

11 尾部因遺跡 小迫字尾部回808-1 宅 地造成 700m' 121205~12 1225 

12 大肥条里下河内地区 鶴河内字小原4414ほか 圃場整備 5950m' 121204~ 130228 

13 会所山遺跡 日高字会同Fru.J53-1 碓 認調 査 10m' 121212~12 1 218 

14 後迫迫跡 =和(里道) 農道改良 380m' 130110~ 1 30323 

15 大肥条里吉竹地区 大)J~字榎lllT453-1ほか 岡場 援 備 8270m' 1 30 1 29~ 130330 次年度継続

16 本村迫跡3次 渡毘字本村936番4ほか 宅地造成 450m' 1302 1 3~ 130328 次年度縦続

17 元宮遺跡6次 求来里字堂困604-1 土砂採取 30m 130306~ 130312 

考備調査年月日

12071 O~ 120921 

121 023~ 121227 

調査面積

450m' 

1400ぱ

2-

所在

田 [~ 2 丁 目 120-1 ほか

大字上野

地

大分県教育委員会

l 番号 | 遺跡名

大波羅遺跡2次

上野第2遺跡



平成12年度目田市内調査遺跡分布図 (1/50，000)
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2)発掘調査・確認調査の概要

1. 日田条里上手5次 (HJ-NBT) 宅地造成に伴う発掘調査一

所在地大字三和字当根町12-1ほか

担当者若杉竜太

遺跡の概要

遺跡は盆地北部の花月川の沖積地上に位山する。これまで遺

跡周辺では数回の調資が行われ、日田条里上手地区 1次調査で

は11~ 12世紀代の制立柱建物8棟、 同2次調査では11~ 12 

世紀代の掘立柱建物が 5 棟、 15~ 16世紀代の掘立柱建物が2

棟が見つかっている。

調査では調査区の南西隅に掘立柱建物2棟、調査区西側で土

坑1基、柱穴多数を検出した。掘立柱建物はともに l間以上×

l間以上の建物で、調査区外へ展開するものと考えられる。柱

穴出土の遺物はなかった。しかし、包含肘一括出土遺物には

12世紀後半から13世紀前半のlfj磁 ・白磁碗、土師質土器椀が

調査面積 536m' 

調査期間 120417~120512 

遺跡位置図 (1/5，000)

見られ、建物の時期もこれに該当すると思われる。土坑については上部が大きく削平されており、また、遺物

の出土もなかったため、時期は不明である。

今回の調査で検出された掘立柱建物と時期の近い建物が、 1・2次調査でも見つかっており、 この時期の集

落の広がりが窺える。また、調査区東側には大量の礁が堆積しており、これは花月川の氾濫によるものと考え

られる。これまでに行われた花月川流域の訓査では旧河道と考えられる流路跡も見つかっており、本遺跡、で見

つかった陳‘もその氾濫による ものと考えられる。その中で建物が検出された位置は、その氾濫を免れた微高地

であり、そのような場所を選定して集落が営まれていたと考えられる。

空撮 掘立柱建物
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3.長者原遺跡4次 (HRS-4) 一個人住宅建設に伴う発掘調査一

所在地 大字小山字沖原195-2ほか

担当者 若杉竜太・渡迫隆行

遺跡の概要

遺跡は、三隈川左岸の通称長者原と呼ばれる標高約120mの

台地上に位置する。遺跡の西約100mには装飾を持つ6世紀後

半に築造された穴観音古墳がある。長者原遺跡ではこれまでの

調査で、後期旧石器時代から近世にわたる遺構、遺物が見つか

っており、市内でも数少ない複合遺跡である。

調査では、弥生時代後期から古墳時代初頭にかけての環濠が

3条、古墳時代前期から中期にかけての竪穴式石室や箱式石棺

墓が7基検出された。また、調査区東側では縄文時代早期の包

含層や集石を確認した。

環濠は調査区東側で検出された。 3条の環濠は、 2号環濠が

調査面積 600rrf 

調査期間 120518~120810 

遺跡位置図 (1/5，000)

l号環濠を切り、 3号環濠が2号環濠の埋土を掘り込んでおり、これら 3条の環濠は調査区北側でfH複する。
1・2号環濠はともに断面Y字形を黒し、検出面での規模は l号環濠が最大幅約3.5m、深さ約3.3m、2号

環濠が最大幅約3.5m、深さ約1.3mで、ある。3号環減は2号環濠の埋土を掘りこみ、断面逆台形を日する。

検出面での規模は幅約 1.4m、深さ約O.8mで、ある。 1~3号環濠の時期については、埋土中出土の遺物より、

それぞれ弥生時代後期前半、間後期中頃から後半、古墳時代初頭と考えられる。

古墳時代の墓は調査区の西側で6基、東側で l基が検出された。西側では l号墓から 5号墓がほぼ東西にな

らび、 5 号基の北側で 6号墓が見つかった。 7号墓は l 号環濠の西側で検出された。 1~3号墓は箱式石棺、

4 、 5 号墓が竪穴式石室、 6 、 7 号墓が箱式石棺、もしくは竪穴式石宗である。 1~3 、 6 、 7 号墓は耕作に

よる撹乱のため、棺身の一部が残存するのみであった。遺物は l号墓を除き、鉄鯨、刀子、鉄剣などが出土し

ている。

このうち竪穴式石室である 4、5号墓は、いずれも蓋石に凝灰布製の大石を2枚使用し、その隙聞を小ぶり

な石で充填していた。石室内部はし、ずれも割石の小口積みで、石の隙聞を埋めるように粘土が充填されおり、

この壁体、粘土ともに赤色顔料が塗布されていた。床面は4号些が粘土であるのに対し、 5号墓は4枚の板石

を使用していた。また、人骨が4号裂から 2体、 5号墓から l体出土した。 4号墓の2体は撹乱により、骨の

一部は散乱していたが、九州大学の田中良之教授の鑑定により、追葬によることが判明した。遺物は4号纂か

らは鉄飯、小万、r-t .. ~が出土したが、 5 号墓からは出土しなかった。

弥生時代後期から古墳時代初頭にかけての環濠はそれぞれの深さは異なるものの、同じ場所にこのような環

器を作っていたことから、この地が立地条件に恵まれた場所で、あったことが窺える。調査区内からは、環濠の

時期に当たる住居跡などは確認されていないが、本遺跡の l次調査で弥生時代後期前半頃の住居跡が確認され

ており、これらの住居が l号環濠に伴う可能性がある。

古墳時代の墓については、前期から中期にかけてのこの地域の首長墓とも捉えることができ、その系譜が6

世紀後半に築造された穴観音古墳の被葬者に続いてし、く可能性も考えられる。(若杉)

(註)土居和幸「日、 長者以遺跡J f日田地区辿跡群発掘調査概報ij 1 日田市教育委員会 1986
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2.大波羅遺跡C・D.E区 (OHR)一市道建設に伴う発掘調査一

所在地 111印字大原180-1ほか

担当者渡出隆行

遺跡の概要

遺跡は日田盆地東部に位置し、標高90~93mを測る 。 東側

には大波羅E陵があり、西側には沖積地が広がっている。周辺

には北に慈眼山遺跡、佐寺原遺跡、上ノ馬場遺跡、東に赤迫遺

跡、薬師立山市墳、南には会所宮遺跡、法思寺山古墳群などが

所在する。

遺跡は道路建設に伴う発掘調査で、昨年度に引き続き、 今年

度はC・D.E区の調査を行った。 C区では古代の溝 1条、 中世

以降の土坑l基が検出され、 D区では「田J銘の墨書土器と瓦

片等、大量の土器が出土した古代の包含層、E区では弥生時代

の溝4条、土坑1謡、古代の溝 1条が検出された。

調査面積 970ぱ

調査期間 120417 ~ 120808 

発見された遺構-遺物から、 遺跡は主に弥生時代から古代の時期幅があることが分かった。E区の4条の溝

は出土遺物から弥生時代に胤し、うち3条の溝から杭が検出されたことから、水利施設等の存在が窺える。隣

接する 2次調査区(大分県教育委員会調査)でも西側に向かつて延びるこの溝の続きが検出されたことから、

遺跡西側には水田関係の遺構の存在も想像きれ、今後の調査の課題と言える。古代の遺構ではC'E区の溝と

D区の墨書土器と瓦が出土した包含層があり、古代の

時期に辿跡周辺に集落が営まれた可能性が考えられる

ものの、昨年度制査のB区同様、集落としても特異な

性格を持つものと判断される。特に包合)¥YIが出土した

D区東側のE陵の上にはなんらかの施設があったと想

定される。

E区全景
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環濠検出状況
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1
号
明
濃

81 

39曙 Eft褐色枯貧土 しまりなし.庚吉む.

401l'l !l!褐色枯賀土 固くしまる.3.400大の小珊吉む.

41. 鶴賀樋色粘飼土 しまリなし.

4211!! 車置掲色粕賀土 しまりなし.
43111 貫褐色粕質土 湖沼土.しまり立し.

44居樺色結調土 しまり屯し.

45層阻掴邑粘白土 しまリ屯し.τ部にm富む.
46居渇色結旬土 しまりあり.3.4明大田小鴨宮む.
47層階置褐色給調土 しまり立し . ~大凪に富む.
48摺陥車褐色枯鎚止 しまり立し.2.3聞大の現宮む.
49'" 随予目色粘貧土 しまりなし. ~1.-'凪富む.

50居決福色粘貿土 しまりなし.101前後のの繍吉む.

51，iD 淡鳳悔色粘賞土 しまり屯し.小幌富む.

52J11l 掲色枯白土 しまリなし.

5311'1 ，員電褐色桔貨止質褐色土ブロフヲ富む.
54)暫 1理担色粘筒土 倒落土.しまリ屯し.

85 

1
号
湖
濃

111 瞳菜畑色絡買土鍋梓土

213 員1M褐色裕貨止 しまリ立し.ll!密.
311 踊烹禍色枯置土 しまリ立し.小棚倉む4'"崎禍色粕濁土 圃くしまる
5陪 明栂邑粘切土 圃くしまる. 土器小田I~む.
6 ~ 簡素褐色給調土 しまリ立し.小棚倉む.

7鹿 淡黒褐色枯質土 固くしまリ、小田聖書む.

81:1汲刷褐色粘置土 しまリ立し、小明書む.
913 ElI栂邑結員土 圃くしまる.賞栂色土富む.
10珊:J:!II抱色粘質土圃くしまる.

1111!鳳褐色結問土 しまりなし.小慢砂慢宮む.

12. ，.克嵐褐色結貨土問くしまる.小明書む.
13膚踊凧陶色粘貧土固くしまる.'J、積富む.
14膚淡樋褐色粘貿土固くしまる.

15周波鳳褐色粘貨土 しまり屯し.横書む.

1611'1草摺色桔貿土 置くしまる.

1711 鏑革褐色Z由貿土 薗〈 しまる.

18眉伺色枯質士 固くしまる.

19. ;;;福色格貧土 固くしまる.
20唐 崎革褐色鮎置土 しまリ立し.2.3明大の横書む.
211.1規凧他色粘貨土 しまりなし.
22廊崎網色枯従土 しまリなし.間相色土ブロック吉む.

231.'l 書簡褐色粕健土 しまリなし.
24/1陪褐色粘白土 しまリなし.

25膚 淡陥褐色粘質主掴くしまる.型豊富む.
26膚喧褐色枯悶土 しまりなし.

27暦聞蕉褐色枯鑓士 しまリなし.

28層;露崎茶褐世担冒土 しまりIJし8
29贋箇褐色結盟土 しまリなし.

3011!1褐色粘鱒土 固くしまる.

3111 克茶抱色枯錨土 しまり駐し.

32ft'!暗闇褐色粘賀止 しまり屯し.棟宮む.
3311 !s質問色粘賀土 嘩〈しまる.鴫大量に宮む.

34l1li潰鳳褐色粘置土 居くしまる.親書む.

3511!・買褐色枯鍾土 しまリヰし.積書む.
36膚碩買抱色枯縄土固くしまる.愚大圃1こ吉む.
37層積貧相色粘蝿土 しまリ立し@

38膚鳳革禍邑粘貨土 しまリ立し.3.4聞大の小機宜む.
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4.手崎遺跡2次 (TSK) 一広舗建設に伴う確認調査一

所在地 日田市大字高瀬字手崎1225-1外3策

担当者行時志郎

遺跡の概要

遺跡は、日田盆地南部の大山川沿いの河岸段丘上に立地する。

調査区に隣接する東側は、国道210号バイパス建設に伴い発掘

調査が実施され、縄文時代後期中頃の西平式土器が多数出土し

た竪穴住居跡や弥生時代後期後半から終末、古墳時代前期後半

から古墳時代後期、古代の各時期の竪穴住居跡、中世前期の墓

など各時期の遺構が多数検出されている。

調査では、開発予定地内に4本のトレンチを入れ、遺構の広

がりを見るための確認調査を行った。その結果、 1 . 2トレン

チから古墳時代後期と考えられる竪穴住居跡が3軒検出され、

調査面積 294ぱ

調査期間 120618~120711 

遺跡位置図 (1/5，000)
また4トレンチからは、大部分水田により削平されてはし、たが、

弥生時代の遺物を含んだ竪穴住居跡がl軒検出された。また、縄文時代の遺物は少量ながら出土したものの遺

構については確認することができなかったO

調査の成果として、 4本のトレンチからは4軒の!昭穴住居跡が検出されたものの、 l次調査区に比較し、遺

構の密度は薄かった。また、縄文時代の遺構もはっきりその存在を確認するには至らなかったが、遺物の量が

少ない点からみて遺構は2次調査区までは広がらない可能性が高いと考えられる。これらのことは、 l次調査

区から 2次調査区へ向かつて地形的に勾配が少しずつ急となり、 2次調査区からさらに東側にむかつて傾斜が

きつくなっている状況を考えれば、河川の氾濫を考えて集落立地をなるべく高い位置に構えていたためではな

し、かと推測される。また、隣接する l次調査区F区の西側では今回の2次調査区同様、遺構はやはり希薄であ

り、さらに西側のF区谷調査区では古墳時代以前の山際の湧水点から広がる旧流路も確認されており、こうし

た当時の自然地形にも制約されていた可能性が高いと考えられる。

《参考文献》 田中祐介編「手崎追跡J日回市高瀬遺跡群の訓査2大分県教育委員会 1998 

手崎遺跡全景
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5.本村遺跡2次 (HMN)一畑地改良工事に伴う発掘調査一

所在地 小迫宇市光院1164，1165-3 

担当者 行時志郎・渡迫|窪行

調査面積 700n1 

調査期間 0715~0721 

遺跡の概要

遺跡は、日田盆地北部の辻原台地と吹上台地に挟まれ、 IS J 

字状に細長く延びる谷部の入り口付近にあたり、台地の裾部に

位山する。

本村遺跡の北西部にあたる辻原台地には、古墳時代初頭の環

溝居館が発見された小迫辻原遺跡、南西部にあたる吹上台地に

は弥生時代中期の首長葉や後期の環濠集落が発見された吹ヒ遺

跡が、またやや北側の正陵上には弥生時代後期から古墳時代前

期の墓地が主体を占める草場第2遺跡が存在する。

調査の成果として、弥生時代の竪穴住居跡4軒、古墳時代の

竪穴住居跡2軒、満l条、掘立柱建物跡3棟、古代の竪穴住居

跡2軒、近世の溝l条、宅2基などが検出された。

これらの遺構のうち、弥生時代の住居跡はいずれも「タタキ務形Jを行った長胴聾などが主体でいずれも後

遺跡位置図 (1/5，000)

期後半から終末にかけての時期の特徴を備えていた。この時期は、吹上遺跡の環深集落が形成され、また小迫

辻原遺跡でも環溝居館がつくられる前段階での集落形成期にあたり、また草場第2遺跡、における聾棺墓群の時

期にあたるなど、周辺部の台地やE陵上の遺跡と密接に関係していた可能性が考えられる。とくに、今回谷部

において当該時期の集落が確認されたことは、それまで台地上でしか捉えることのできなかったこの時期の集

落の動向を、谷部も含めた新たな視点の中で総合的に検討してし、く必要性が明らかになった点で重要な成果を

得たものと考えられる。

また古墳時代の住居跡は、須恵器の特徴から 6世紀代と考えられ、この地域でははじめて発見された。この

谷部を囲む台地斜面には、当該時期を中心とする多数の横穴墓群が形成されており、裾部一帯にこの時期の集

落が広がっている可能性も伺われ、この時期の集落と墓地との関係を今後検討する tでの参考となろう。さら

に、古代の住居跡は、須恵器の特徴から、 7世紀後半から 8世紀代にかけての時期と考えられるが、これまで

市内の調査された遺跡では、古関時代後期から 7世紀代の時期を越えて8世紀代まで同じ場所で集落が継続す

るのははじめての例で、これが一般的であるのか否か、今後他地

域でのこの時期の集落のあり方を比較する上で意味をもっと考え

られる。また、中世墓3基はし、ずれも人骨の出土はなく、円形の

掘り方をしており木棺慕と推測される。中からはそれぞれ完形の

土師質土器皿数枚などが出土した。地名として字「滞光院Jが残

っているが、地元の方の話によると、この地点より西側に約

200mほどの位置に、かつて寺院があったと伝えられている。そ

うだとすれば、その寺院に関連してつくられた墓で、寺領の東端

に些地が営まれたと考えることができる。その境が、調査区の東

側で、南北方向に延びる溝であった可能性があり、このことは、 t 

調査区を境に大字や小字が異なっていることも一つの恨拠として

考えられる。(行時)
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6.吹上遺跡 (FKA) 11次調査 遺跡の範囲確認調査

所在地 大字小迫字吹上原1264-1ほか

担当者行時志郎・下村智(別府大学)

遺跡の概要

吹上遺跡は三隈川支流の花月川と二串川に挟まれた標高140

mの阿蘇溶岩台地上に立地する。日田盆地の北部に位置し市街

地を一望することができる。この遺跡ではこれまで10次の調

査が行なわれ、平成7年度の6次調査では、弥生中期後半に属

する大型成人用聾棺墓8基、木棺墓3基が発見され、青銅武器、

鉄製武器、南海産貝輸、玉類などの副葬品が出土し、県内初の

特定集団墓の存在が明らかとなり注目された。

今回の11次調査は、6次調査以後の遺跡の保存を目的とし

た確認調査の5年目にあたり、 10次調査で確認された環濠も

しくは条溝の一部と考えられる大溝の延長と性格を検討するた

調査面積 122.5ぱ

調査期間 0724-0811 

遺跡位置図 (1/5，000)

め、 10次調査の北側約70mの地点、にトレンチを設定して調査を行なった。この地点は台地北側の縁辺部にあ

たるところで、都合7本のトレンチを入れて調有したところ、溝2条、竪穴住居士止 l軒、方形貯蔵穴 l基、袋

状貯蔵穴2基、土横4基、ピット30穴などが確認された。

第 lトレンチで検出された溝 (S001)は、 111高l.4m前後、深さ0.8mを測り、断面 rvJ字状を呈してい

る。 10次調査区で出土した大溝 (S0 100) の推定延長線上にあたり、一連の溝の可能性がきわめて高いと

判断された。|隔及び深きが10次調査区と比較すると小さな値になっているが、10次調査区よりも基盤が0.5

m程削平されているので、それを加味すればほぼ同じ規模になる。溝の底のレベルは大体同じであった。この

S 001の延長を確認するため、さらに北側に第2・第3トレンチを設定した。これらのトレンチでも溝の延

長が碓認された。ただし、北側に行くに従い|隔が狭く、底が浅くなっている。第4トレンチは台地北端部のガ

ケ落ち際に設定したトレンチで溝の末端を確認するために設定したものである。ところが、このトレンチでは

S 001の延長は検出されず、東西方向に走る別の溝 (S004)が検出された。|隔0.3m、深さ0.2m程度の浅

し、溝である。そこで、 S001の溝が途中で終るのか曲るのかを確認するためにさらに第5-第7トレンチを

設定し確認に努めた。その結果、第7トレンチで S001は東西方向に走る大溝と rTJ字状に接合しているこ

とが判明した。東西方向の溝の延長は第5トレンチで大型遺構に切られる形で一部検出されているので、台地

SD01僚出状況

4
 
、，ム

SD01遺物出土状況



縁辺部を取り囲むように延びる環濠の可能性があ

る。

竪穴住居祉 (SC02) は第 lトレンチ東側で

検出された。削平が激しく、かつ部分的な調査で

あったので細かいことは分からないが、径 6~7

mの円形に復元できそうである。内側には柱穴の

切り合いが多くみられ、出土遺物には聾の底部や

丹塗りの高坪片などがある。弥生中期前半代のも

のであろう。

貯蔵穴は3基出土している。 SK05は方形もし

くは長方形とみられ、長さは1.85m、|隔0.9m+

α、深さ0.8mで、やや浮いた状態で中期初頭の

壷の底部が出土している。 SK06は第3トレン

チ東端部で検出した袋状貯蔵穴である。上面径

1.1 m、最大径1.3mで、深さ0.7mまで掘り下げ

たが、以下は保存のため未掘となっている。弥生

前期末から中期初頭の聾や壷がまとまって出土している。SK07は小型の袋状貯蔵穴である。推定径0.55m、

第11次調査区全景

深さ 0.15~0.18mで、ある。時期の判る遺物は出土していない。

その他、小型の土坑とピット群がある。ピット群は調査区の関係で堀立柱建物として まとめることはできな

かったが、 SP 16からは中期初頭の壷が出土している。

次に出土遺物について少しみておきたし、。遺物実測図 1~3 は S D01から出土した聾である o S D01は今

回一部分しか掘り下げていないので時期を決定づける遺物がない。10次調査の遺物と比較するとこれらの遺

物は時期的に古いものとみてよかろう。 lは中期末、 2は底面に丸みを持っており後期後半、 3は中期前半の

聾である。4はSK05から出土した壷の底部である。外面には細かなハケ目の後へラミガキが加えられてい

る。中期初頭のものであろう。 5・6はSC02から出土した丹塗研磨の高坪と聾の底部である。高町には坪

部中央にM字状の突帯が巡る。中期前半代か。6は底部が肥厚しており中期初頭のものである。 7はSP 16 

から出土した壷の頚部から肩部にかけての破片である o 肩部には三角突帯を巡らし刻目を入れる。内面には指

頭圧痕が残る。 \:1コ期初頭のものであろう。 8~14は S K06から出土 した聾と査である 。 8~10の聾は口縁部

を肥厚させ、外面はハケ目調整を施している。 9. 10には口縁下に一条の沈線を巡らす。 11は壷の底部であ

る。壷は胴部の破片などが他にも出土している。 12~ 14は翠底部である o 12は肥厚した底部を窪ませ、 13

は肥厚した平底の底部、 14はやや肥厚した平底の底部になっている。これらの遺物はSK06の中位からやや

上位にかけてまとまって出土している。弥生前期末から中期初頭に属するものである。

今回の調査では、 10次調査で検出された断面 rvJ字状の大溝がどの様に延びて、どういう性格のものか

を検討するため実施したが、その結果、台地上を100m以上に亘つてはぽ直線的に延びる条溝であることが判

明した。しかも、台地北端部では台地縁辺部を取り閤む環濠と考えられる大溝に rTJ字状に接合しているこ

とが新たに判明した。これまで、吹上遺跡は独立した台地上に立地しているため環濠を有しない遺跡と考えら

れていたが、台地縁辺部を環濠が巡り内部は条溝で区画されるという遺跡の構造が推測できるようになってき

た。このことは11次調査の大きな成果である。また、東西に併行する SD04や第6トレンチでSD01が極端

に幅が浅くなっていることなども検討が必要である。以前の第 1.第2次調査で台地中央部や南端部で部分的

ではあるが大溝が検出されており、これらがどの様に関連するのか今後の課題である。その他、 11次調査では

に
d
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第11次調査区全体図 (1パ50)

き言雇三
1 黒褐色土

H-134.30m 

2 黒色粘質土 ミ》芹
1 黒褐色土

3 茶褐色粘質土

2 暗褐色土

4 a音茶褐色土
3 陪渇色土

5 a音褐色粘質土
4 褐色粘質土

6 踏灰得色粘質土

5 黄褐色粘質土

7 a音奈褐色粘質土
6 a.月掲色粘質土

第 1トレンチ 5D01土庖断面図 (1/40)
8 黄渇色粘質土

第3トレンチ 5D01土層断面図 (1/40)
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吹上遺跡第11次調査出土遺物実測図 (1/4)

弥生中期初頭の生活遺構の広がりが確認できたことも成果のひとつであろう。

5ヶ年計画で保存を目的とした範囲確認調査を進めてきたが一の発見以後、平成7年の特定集団墓 (6次)

般成員の墓地、生活遺構、環濠や条溝など各時期に亘って複雑な構造が明らかになりつつある。今後さらに遺

(下村)跡の全体構造が判明するような確認調査が必要であろう。
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7.三和教団遺跡H地点 一地盤整地に伴う発掘調査

所在地大字三和字大塚2479-1ほか

担当者若杉竜太

遺跡の概要

遺跡は花月川右岸の沖積地上に位置する。遺跡の周辺は過去

に数回調査が行われている。調査区の北東側に位置するA地点

では縄文時代晩期の土器や弥生時代後期後半から終末を中心と

して、弥生時代中期初めや12世紀代の土坑群が見つかっている。

また、調査区西側の丘陵上に位置する三和教団遺跡B地点では

後期後半から終末にかけての環濠や中世期の掘立柱建物が調査

されている。さらに調査区東側のG地点では、杭列を伴った弥

生時代後期終末頃の溝やこの溝に切られた流路跡が検出されて

いる。この流路跡については、調査区の南西側のC地点、 E地

点で検出された縄文時代後期の流路跡に繋がる可能性も考えら

ている。

調査面積 1，050ぱ

調査期間 120828~ 120912 

遺跡位置図 (1/5，000)

調査では、 G地点及びC'E地点で検出された流路がH地点につながることを想定して行ったが、流路跡は

みられなかった。調査区からは、現在の水田下層で、糸切り底の土師質小皿片が出土し、また、中世期と思わ

れる水田区画が検出された。調査区東側では、掘立柱建物との碓認はできなかったものの、柱穴が検出された

ことから、近辺に集落が存在した可能性も考えられ、 当時の集落と水田のあり方を考える上での資料となりう

る。
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8. 大行事遺跡 (OGJ) 広域農道建設に伴う発掘調査一

所在地西有田字平等寺1193-4ほか

担当者渡迫隆行

遺跡の概要

遺跡は、日田盆地西部の葛原台地南端の入り組んだ狭い谷地

の標高 105m~110mの斜面に位置し、南側には有田川の支流

石松川が西流し、沖積地が広がっている。周辺には、北に葛原

遺跡、西有田赤ハゲ遺跡があり、 東には有田古墳、西には日田

条里跡、南にはタ田遺跡、夕田横穴墓群、佐寺原遺跡や広域農

道に伴って調査した内ノ下遺跡、川原田遺跡などが所在する。

遺跡は広域農道建設に伴う発掘調査である。調査区からは

住居跡12軒、掘建柱建物5棟、ピット多数が検出された。住居

跡、掘立柱建物は古墳時代後期~古代に属し、ピットからは縄

文時代の遺物も出土した。

調査面積 450ぱ

調査期間 120829~121120 

遺跡位置図 (1/5，000)

発見された遺構・遺物から、遺跡は主に古墳時代から古代の集落遺跡であることが分かった。出土遺物から、

古墳時代の住府跡は6軒、古代の住居跡は5軒、不明なもの l軒であると考えられ、掘立柱建物は古代に属す

るものと考えられる。住居と建物群は調査区南北両方向に展開してゆくものと考えられ、狭い谷地全体に集落

が展開していたものと思われる。また、調査区の直上にある南側の正陵上には横穴墓群が展開していたことが

確認された。既に開口しているものが殆どで、未調査のため詳細は不明であるが、古墳時代後期の集落の時期

に対応すると考えられる。調査区に隣接する栗畑の開墾の際には5世紀の後半と考えられる須恵器高杯が採集

されており、横穴墓の継続時期については今後の調査課題である。

今回の調査から、集落は沖積地に沿って展開するのではなく、狭い谷地に展開し、その34域が集落の付近に

所在する一つのパターンが明らかになった。しかし、沖秘地に位置する川原田遺跡から古代の遺物が見られる

ようであり、集落の展開と沖積地の利用のあり方も今後の検討課題といえよう。なお、縄文時代については遺

構が検出されなかったことから、実態を把握することが出来なかった。

遺跡全集
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9.天満古墳群4次 (TMN-4)一遺跡の範囲確認調査

所在地 大字小迫字天神1111854ほか

担当者行時志郎 .T村智(別府大学)

調査面積 40nf 

調査期間 120919~ 120929 

遺跡の概要

遺跡は日田盆地北部、標高120mの通称宮原台地上の南端部

に位置する。

天満古墳群は 1~3 次の調査で、 l号墳の墳丘規模(復元墳

長33m)・前方部での第2主体部の確認、 2号墳での須恵器特

殊壷の出土・多角形にめぐる 2if(周溝の確認などの成果があっ

た。

今回の調査では前年度の3次調査にひきつづきl号墳の範囲・

規模・構造等の確認のために墳丘周囲に4本のトレンチ(第5

~8 トレンチ)を設定し、発掘調査をおこなった。
遺跡位置図 (1/5，000)

第5トレンチは、天満社殿東側に設定した。トレンチ中央よ

りやや北側で古墳に先行する時期の溝を確認した。中央部より弥生後期の土器が、南側より中世の土師器汗が

大量に出土した。第6トレンチは、後円部東端部付近に設定した。トレンチ東端部で段落ちを、また中央部よ

りやや西側で墳丘のたちあがりを確認した。墳丘盛土中より弥生中期を中心とした時期の土器、後世の撹乱土

中より須恵器特殊壷片、中世土師器、青磁等が出土した。第7トレンチは、天満社西側の括れ部に設定した。

トレンチ北側で、は墳丘盛士、および墳丘盛土下より古墳にともなう掘込みが確認され、須恵器(高坪片)が出

土している。また中央部からやや南側寄りに古式土師器片を含む東西にはしる溝が確認された。そのほか中世

土師器が大量に出土した。第8トレンチは、 7トレンチ西側に設定した。トレンチ北側(前方部側)で掘込み、

および南端部で段落ちを確認した。前者は7トレンチ同様この掘込みから墳丘が築造されており、墳丘裾部か

ら須恵器蓋坪類がまとまって出土した。ほか中世土師器、白磁片、陶器等が出土した。

次に主な出土遺物をみておきたl) 0 1は坪蓋で、口緑端部に段を有し、天井部と口縁部との境に明瞭な沈線

を l 条、さらにこの沈線下に全周しない沈線を施す。天井部外面に回転へラ削りがみられる。 2~4 は杯身で、

たちあがりの角度が強く長い。ただし2は口緑端部に段を有さないが、 3・4は不明瞭ながら段を有す。また

2が、 3・4に比べたちあがりがやや長いなどの相違点がみられる為、型式差がある可能性もある。下部外面

には回転へラ削りがみられる。また 4 には底部外面にへラ記号の一部が残る。 1~4 はともに 8 トレンチ北側

第7卜レンチ全景(南から) 第8卜レンチ北側煩圧裾部須恵器出土状況(西から)

円

U
内
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の墳丘裾部より集中して出土。 5は凪の胴部片で、7トレンチ南側の溝の検出面より出土。全体の器形は胴部

が小ぶりで、頭部がしまるので、 8トレンチの葦坪群よりも時期が新しい可能性がある。 6は高坪の脚部片で、

7トレンチ北側墳丘盛下掘込みより出土。脚部裾は段を有し、端部は丸くおさまる。脚部外面には波状文が施

されている。スカシは残存状況から3ヶ所と考えられる o 7~9 は特殊壷で、 すべて 6 トレンチより出土。 7

は頭部付近で、口縁部を欠くが、肩が張るタイプである。外面には頚部が横位カキ目ののちに波状文、および

沈線を施す。胴部は縦位平行タタキである。内閣は胴部に同心円のタタキ、また頭部下位には横位へラナデが

みられる。 8は肩部片で、外面は縦位平行タタキで、内面は同心円タタキののちナデているようである。9は

底部で、胴部外面側に斜位平行タタキののち、最下部にへラ削りを施す。また底部外面には地元産の可能性が

ある軽石を含む粘土が溶着しており、粘土には何箇所かの人為的な剥離痕がある O このほか1O~12は、 中世

の土師器坪であるが、調整は内外面が横ナデ、底部が糸切りである。 10には底部内面に調整痕がみられる。

土師器は大量に出土しており 、 15~16世紀のものであろう o

今回の調査では以下の成果があった。第lに、6トレンチで墳丘のたちあがりが確認でき、前年度の 1トレ

ンチ(前方部)の成果を加昧し、墳長カ~33m と判明した点である 。 第 2 に 、 7 . 8 トレンチで墳丘盛土下より掘

込みが確認されたことである O これらは昨年の調査で古墳の周溝と判断したもの (2トレンチ)と対応すると

思われ、現時点では、前方部石室構築に伴うものか、もしくは墳丘築造時の割付線・設計線的性格の可能性を

指摘しておきたい。後者は、千葉県人形塚古墳(笹生1987) ・静岡県長塚古墳(後藤・梅津1957)等で確

認されている。ただし、後円部側では確認されていないことから、あった場合でも一部のみであろう。なお、

最近の調査により長塚古墳例の一部は後世の撹乱の可能性も指摘されている(鈴木・山本ほか1999) 0 その

ほか、前回の4トレンチの溝は古墳の周溝と考えられたが、今回の5・7トレンチの溝と連続すると思われ古

墳に先行する遺構であることが判り、古墳には周溝が巡らないことが判明した。また古墳にともなうかどうか

不明であるが、前回3トレンチで検出された中央部やや南寄りのテラス状の段落ちと対応する可能性のあるも

のが、6トレンチ東端部 .8トレンチ南端部で確認されている。古墳の周囲に関しては今後の調査によって解

明されるであろう。第3に、前方部より須恵器がある程度まとまって出土し、当古墳群の時期を採る手がかり

を得られたことである o 2号墳では、外溝よりTK10併行と思われる須恵器坪蓋が出土している。 今回の l号

墳前方部出土のものは概ね、 TK10~TK43が主体であり 、 前方部石室関連の遺物の可能性もある。とするな

らば後円部石室の時期は、前方部石室と併行~先行する時期と考えるのが当然で、両古墳の前後関係は6世紀

中~後半の範鴫で今後検討を要する結果となった。また6トレンチで後世の撹乱ながら須恵器特殊壷が出土し

たことも 重要である o 2号墳からの持込み・混入の可能性もあるが、2号墳と 当古墳のものとを比較検討する

と、後者にみられる頚部内面の横位へラナデ調整は現時点では前者ではみられない調整であるし、同心円のタ

タキが2号墳の方が不明瞭であるという相違点をとりあえず指摘できる。また、この特殊壷自体の系譜の問題

もあり、埼玉県中の山古墳等の圏内および韓半島の類例の検討、器高が沼該遺物よりも低いが「徳利形Jの百

済系壷も検討の対象となろう。以上、 今後の調資・検討に努めたい。 (吉田 和彦・下村)

後藤守一・梅津Lf'¥昭 1957 r沼津長塚古墳;沼津市教育委員会

鈴木裕篤・山本恵一-雨宮寛明 山田康雄 1999 c長塚古墳 清水遺跡発制調査報告書j沼津市教育委員会

笹生 術 1987 r椎名崎古墳群・人形塚古墳発掘調査概要 人形塚古墳旧地表面上の地割線についてー研究連絡誌l

第19号、財団法人 千葉県文化財センター

ーょっL



， ， 
a ， 
， 

< 
， 
d 

e 

t ， 
， 

， 
， 
， ， 
h 

， 

/ | 
~ 

10cm 
=ゴ

。

天満1号煩調査区配置図 (1/300)

q
L
 

q
L
 



」1二メ
5 

」二7，
6 

lQcm F7 O 

¥ 、

.干f.... ， 1、、守、
‘i官、“守{"" ;; :~':I ご 、 ~l~

、 ~ .~:; :~.ι Y シ 、:..:..:.;. ~入
?許

J:;:乞 ι
"ミ・..::'~-." .. ;. . ~):~~t 

"・~-< .::j:~言、
戸ー\二一、....'I .. . ; ~τr

、判ぐ!?yaヘタ-V毛ペナペ¥
、い九二，.::;圃，:.~匂吾、 'h{:"

」 自 民 け

やh:;JY
7 

/ 
/ 

20cm 

、二-=Lづグ

10 
I 

9 

マ二c7
o 5 10cm 

一天満1号煩出土遺物実測図 (1/3、1/4)

内
〈

u
q
L
 



10.高瀬条里永平寺地区 (TJ-IH) 一分譲住宅工事に伴う発掘調査

所在地高瀬字火ノ0663-1

担当者行時志郎

遺跡の概要

遺跡は、日田盆地南部、三隈川南岸の河岸段丘上に聞けた沖

積地の微高地上に位置する。遺跡東部には高瀬川が北走してお

り、その東側には、弥生時代の溝跡や古代の竪穴住居師、が発見

されている惣田遺跡があり、横穴式石室を主体部とする惣田塚

古墳も隣接して存在する。また、遺跡の存在する沖積地の北端

に近い位世には、 5世紀代の竪穴式石室を主体部とする姫塚古

墳が存在する。さらに、この遺跡周辺には、中世の郡司職であ

った大蔵永平の霊を杷るために建てられたとされる永平寺町、が

あったと伝えられ、遺跡の西側に隣接する位置には、その周辺

部から出土した板碑や五輪塔などの石造物がまとめて置かれて

いる。

調査面積 700ぱ

調査期間 121002，.....，121115 

遺跡位置図 (1/5，000)

調査では、遺物として弥生時代、古墳時代、中世、近世のものが出土したが、遺構として碓認できたのは、

中世ーから近世の時期にかけてのものである。遺構としては、中世の掘立柱建物跡9棟、土坑2基などのほか、

近世の土坑6基が検出された。

今回の調査で、建物や土坑などの遺構から出土した遺物は、青磁碗

や土師質土器などの年代から、主として13世紀から16世紀までのも

のを中心としており、永平寺跡創建時から高瀬氏が滅亡する 16-世紀

中頃までの年代と合致し、中世期に存在したと伝えられる永平寺が実

在していた可能性を高める貴重な手掛かりとなった。この永平寺跡の

存在したと考えられる守域は、現在の高瀬天満宮に通じる道路に隣接

する水田の中に、今でも建物基礎石がそのままの状態で残されており、

今回調査した位置を含めたそれより南側の広い範聞にわたることが推

定される。

遺跡全景

遺構配置図 (1/250)

15m 
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11.尾部回遺跡 (OBT)一分譲住宅に伴う発掘調査一

所在地小迫字尾部回

担当者行時志郎・渡迫隆行

調査面積 700ぱ

調査期間 121205~121225 

いる。

遺跡の概要

遺跡は、日田盆地北部の沖積微高地上に立地する O 遺跡のす

ぐ南側の斜面や丘陵上には、5世紀前半代の円墳や6世紀後半

から 7世紀代にかけての横穴墓群が多数築かれた小迫墳墓群が

あり、また遺跡を見下ろす北側の通称宮ノ原台地上には、弥生

時代の多数の竪穴住居跡や中世の木棺墓などが多数発見された

朝日宮ノ原遺跡や古墳時代後期の2基の前方後円墳が並ぶ天満

古墳群が存在する。さらに、東側の通称辻原台地上には、古墳

時代前期の環溝居館などが発見された小迫辻原遺跡が存在して

調査区からは、縄文時代後期の竪穴住居跡 l軒のほか、弥生
遺跡位置図 (1/5，000)

時代後期終末から古墳時代前期にかけての竪穴住居跡7軒、古墳時代から古代の竪穴住居跡5軒、掘立柱建物

2棟などが確認された。

調査の成果として、弥生時代終末から古墳時代前期の遺構は、小迫辻原遺跡と同時期と見なすことができ、

台地を囲む沖積地上においても、この時期と重なる集落の存在が明らかとなった。今後、この地域での開発が

進むことにより調査も増えることが予想され、その結果として、沖積地における集落の展開の様相などが明ら

かになってくることがうかがえる。このことにより、小迫辻原遺跡で確認されている環濠集落や環溝居館と沖

積地における集落とがどのような関係にあったのかなどの問題点も解明されることが期待される。また、縄文

時代の住居跡は、手崎遺跡、葛原遺跡に次ぐ市内3例目となり 、縄文時代の集落立地などを考える上での貴重

な例となった。また、古墳から古代の遺構は、斜面に築かれた横穴墓群の時期と重複するものであり、 墓地と

集落立地の関係が注目される。(行時)

遺跡全寮
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12.大肥条里下河内地区 (01-SK) ーほ場整備事業に伴う発掘調査一

所在地鶴河内字下河内

担当者行時志郎・吉田博嗣

遺跡の概要

遺跡は、日田市西部大肥川の支流鶴河内川左岸に形成された

河岸段丘上に立地する。遺跡より鶴河内川を南西へ約500m程

下った地点で大肥川と合流するが、その西部には、古墳時代か

ら古代にかけての多数の竪穴住居跡が発掘された大肥条県吉竹

地区が、その南部には弥生時代の聾棺墓や石棺墓などの集団墓

地や古墳時代から中近世にかけての竪穴住居跡や掘立柱建物群

が多数発掘された大肥条里中村地区が存在する。

調査は、試掘調究で明らかとなった遺跡の範囲の内、切土と

なる地点が大きく 2カ所に分かれたため、上流の調査区北側を

A区、南側をB区として行った。

調査面積 12890ni 

調査期間 121204~ 130228 

遺跡位置図 (1/5，000)

A区では、主と して中世後期にあたる時期と考えられる柱穴群とその遺構検出面より下から縄文時代前期か

ら後期にかけての遺物包含層が確認された。B区では、古墳時代以降の柱穴などが検出され、またA区と同様

にその遺構検出面より下からは縄文時代の包含層が確認された。包含層にトレンチを設定し、掘り下げた所、

遺構検出面より包含層を挟んでその下から縄文時代の遺構が確認されたため、地点を定めて掘り下げ遺構検出

を行った。その結果、縄文時代前期から後期にかけてと考えられる集石遺構3基、竪穴遺構2基、溝l条、土坑

12基が検出された。

調査の成果として、縄文時代前期の遺構は、集石や竪穴等も伴っていることから、ある一定の時期に集落を

構えていたことが想像される。市内ではこれまでこの時期の遺構がまとま って検出されたことはなく、当該期

の集落立地や構造、土器の系譜を考える上で参考となり、またこれまで確認されている市内での後続する時期

の集落遺構との違いや変化を検討するための貴重な資料となった。 (行時)

A区全景

ワ
tっ，“

B区全景



20m 

B区下層遺構配置図 (1/400)
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13.会所山遺跡 (YSY) 一重要遺跡確認調査一

所在地 円高字会所山53-1

担当者行時志郎

遺跡の概要

遺跡は、日田盆地東部の通称会所山丘陵最高所に位置する。

この遺跡からは、これまでに弥生時代後期の土器片が採取され

ているとともに、伝承のある土地として知られ、古代に書かれ

た「豊後国風土記Jに登場する久津媛を杷っている。

調査のきっかけとなったのは、地元の考古学愛好家などが主

体となって構成している「古代日田を語る会」の会員の方々が、

このE陵の最も高い位ij'l~こあたる通称「コレラ 111J に地下の'抵

気探査を行ったところ、約7m方形の石室の存在する可能性を

レーダーが示したため、地元より碓認調査の依頼が市教育委員

会に提出され、石室の存在の有無の碓<i忍のみを行う目的で、i調

調査商私立 10ぱ

調査期間 121212~121218 

遺跡位置図 (1/5，000)

査を行うことになった。

調査では、地元の方に来ていただき、レーダーに表された石室の範囲を示していただし、た後、その中心にか

かる位置で、その外側に50cm程かかる ように lmx8mのトレンチを設定し、掘 り下げ作業を開始した。約

50cm掘り下げた所で、地山と考えられる黄褐色のローム層が検出されたため、 一端その層までで止めて遺構

検出を行い、 土坑が l基検出された。しかし、石室の存在は、さらに50cm下層にあるとするため、トレンチ

を半分にしてレーダーに現れた石室に見えた遺構確認を行う こ

とにした O 結果としては、約1.2mまで掘り下げたもののレー

ダーに反応した石の存在すらも確認されなかった。 土層を見る

限りで、自然堆積層の境にカーボン状の粒子が多数見られ一つ

の層を形成しており、これによりレーダーがその密なところと

粗密なところで反応し、まるで石室があるかのような図が出来

上がってしま ったためと考えられる。

~ヤr

。
トレンチ完沼状況

しー「留一一一一一一一一一

。 2m 
E二二E二二三ニニゴ

1 黒得色土 (表土)

2 陪得色土 (!~サパサしてやわらか)
地山との明 3. 81l茶褐色土 (ややしまった土)

4. 挺茶得色土"
5 淡黄得色土 ( グ ) 

6 奈得色土(黒褐色カーボン粒子多血に含む)
7. 51冒と同じ
8. 6庖と同じ
9 淡黄灰色土

出 3伸明

一一
会所山遺跡遺術配置図 土居図 (1/50)
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14. 後迫遺跡 (USZ) 一山田原地区県営畑地帯総合整備事業に伴う発掘調査一

所在地大字三和(里道)

担当者若杉竜太

遺跡の概要

後迫遺跡は盆地北部の標高約120m前後の通称山田原台地の

南端に位置する。調査は前年度に引き続いて調査区の南側の調

査を行った。まず、 3区の前年度に調査を行った部分より南側

を調査し、その終了後、 4区の前年度調査の継続部分の調査を

行った。 3区からは竪穴住居跡4軒、土坑11基、竪穴遺構3

基が検出された。時期は弥生時代中期から後期にかけてのもの

である。 4区では耕作や配水管埋設により削平を大きく受けて

おり、遺構の残存状態はよくなかったが、竪穴住居跡 I軒、土

坑2基を確認することができた。3区の南端、 4区の東端には、

過去の地均しで削平されたと思われる落ち込みがみられた。落

調査面積 380ぱ

調査期間 130 1 1O~ 130323 

遺跡位置図 (1/5，000)

ち込み内からは、大量の土器片、石棺材が出土し、かなりの遺構が存在していたことが想定される。

後迫遺跡は大分自動車道建設に伴って平成3年度から5年度まで調査され、弥生時代中期から後期を中心と
(註)

した竪穴住居跡95軒、掘立柱建物9棟など、多数の遺構が確認されている。今年度まで3ヵ年にわたって調

査した地点は大分自動車道の南側に当たるが、この地点、においても削平の程度に軽重の差はあるものの、遺跡

の広がりを確認することができた。道路部分の調査のため、調査区の幅が狭く、遺跡の全容をつかむまでには

至らなかったが、集落が今回の調査区周辺に広がっていることは十分に想定することができる。

(註)友同信彦編 『後迫遺跡』九州横断道関係埋蔵文化財調査報告書 (18)大分県教育委員会 2001 

遺跡全景 3区10号土坑

30一



一-tJ三要亙'fi:J
。

3区5号土坑実測図 (1/30)

住・・・竪穴住居

竪ー・竪穴遺構

土・・・土坑

遺構配置図 (1/200)
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15.大肥条里吉竹地区 (OJ-YT)一県営圃場整備事業に伴う発掘調査一

所在地大肥字榎町453-]ほか

担当者 渡逃隆行

遺跡の概要

遺跡は大肥川が鶴河内川と合流する地点の手前に位置し、や

や開けた標高111m前後の河岸段丘上に位置する。福岡県との

県境にあたり、北にいくと宝珠山村を抜けて添田方面へ抜け、

南には大肥川沿いに大肥条里中村地区、祝原地区、西には大肥

条里下河内地区が所在する。

遺跡は圃場整備事業に伴う発掘調査で西側から調査を順次開

始した。調査区からは、縄文時代の土坑l基、古墳時代の住居

跡8基、古代の住居跡16基、時期の明確でない住居跡8基、掘

立柱建物9基、竪穴状遺構6基、土坑約20基、溝4条、流路5条、

ピット多数、包含層、中世水困層が検出された。調査区北側で

調査面積 8270ぱ

調査期間 130129~ (次年度継続調査)

は、遺構は明黄褐色砂質土層を掘り込む形で検出され、この層自体も古墳期の遺物包含層であることから、大

肥川の氾離を繰り返して形成された層の上に集落が営まれていたことが分かる。このことから、古墳から古代

にかけて集落が何度か流されたのではないかと考えられる。

縄文時代は後期の船元系土器が土坑から出土し、大肥条里祝原地区、 下河内地区などと合わせて、大肥川一

帯で縄文期の集落が展開していたことが予想される。古墳時代では排水等の施設と思われる溝が集落内を平行

に走るように作られている。一過性の集落の造営ではなく 、古代にかけて集落が長期間営まれていたものと思

われる。このような古墳から古代の大規模な集落の発見例は大肥地区でははじめてであり、遺跡の立地が大肥

一帯の端にあたり、福岡方面や飯塚方面とのアクセス路にあたることから考えても貴重な資料である。今後、

大肥一帯との関係を踏まえての検討課題といえる。また、調査区内の現、況は水田であったが、その下層から中

世時期と考えられる水田の基盤層が検出されたことも、大肥一帯で、の水田開発の歴史を考える上で一つの資料

を提供している。このような多くの貴重な資料を提供すると共に今後の調査を行っていく上での多くの課題を

今回の調査では残したといえる。

遺跡全景 住居跡群

-32-
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16.本村遺跡3次 (HNM)一分譲住宅建設工事に伴う発掘調査一

所在地渡盟字本村936-1外

担当者 行時志郎・若杉竜太

遺跡の概要

遺跡は、日田盆地北部の丘陵裾部にあたり、同遺跡2次調査

区より東側約200mの地点、に位置する。

本村遺跡の北西部にあたる辻原台地には、古墳時代初頭の環

溝居館が発見された小迫辻原遺跡、南西部にあたる吹上台地に

は弥生時代中期の首長墓や後期の環濠集落が発見された吹上遺

跡が、またやや北側の丘陵上には弥生時代後期から古墳時代前

期の墓地が烹体を占める草場第2遺跡が存在する。

調査の成果として、弥生時代の竪穴住居跡17軒、竪穴 l基、

古墳時代から古代の竪穴住居跡26軒、溝 l条、掘立柱建物跡

2棟などが検出された。

調査面積 450ぱ

調査期間 130213~(次年度継続調査)

遺跡位置図 (1/5，000)

これらの遺構のうち、弥生時代の住居跡はし、ずれも「タタキ整形Jを行った長胴聾などが主体で、 2次調資

区同様後期後半から終末にかけての時期の特徴を備えていた。この住居跡の中の l軒から国産?製鏡片が l点

出土したが、調査区の北側丘陵上につくられた草場第2遺跡の墓地群の時期と一致し、また同遺跡からも表採

資料として同様の鏡片が出土していることから、両者の集落と墓地の関係がそれらの出土遺物を通して明確と

なるのかどうか今後注目される。また、他の時期についても中世を除けば2次調査区で見られた時期と合うも

のであるが、これらの時期の集落が丘陵裾部一帯に広がっていたと仮定すれば¥微高地はさらに3次調査区よ

り東側へ向かうにしたがって序々に狭くなりながらも延びており、恐らくその一帯までがこの時期の集落とし

ての展開をみせることが予想される。 (行時)

遺跡全豪
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17. 元宮遺跡6次 (MTM-6) 土取工事に伴う発掘調査一

所在地求米里字堂憧1604-1

担済者行時志郎

調査面積 30ぱ

調査期間 130306~ 130312 

遺跡の概要

遺跡は、日田盆地東部の元宮原台地を見下ろす丘陵上に立地

する。

これまでの 1・2次調査では、弥生時代後期から古墳時代前

期初頭頃の石棺墓、 聾棺墓、木棺墓、土坑墓、溝が確認されて

いる。また調査区の東側約200mの地点で、行われた3次調査区

からは、古墳時代の土坑主5基、石棺墓l基が確認されている。

今年度は、残りの約30ぱの発掘調査を行い、石棺墓 l基、

石蓋土坑墓 l基が発見された。石棺墓は、棺材はすでに抜き取

られ、折れた石材がわずかに掘り込み部分に残っていた。また、

土坑墓は、来坑の中に安山岩を加工した扇平な蓋石がよろい重

ねの状態で検出され、そのまま中に落下したものと推測される。

この3次にわたる調査により、石棺墓2基、翌棺墓 1基、木棺墓2基、土坑墓2基が工事予定地内に存在し

ていたことが明らかとなった。芸域は、 3次調査区で同様の土坑墓や石棺墓が発見されていることや、また調

査区の東側に隣接する私道を建設する際にも石棺墓が発見されていることから、墓域は3次調査区までの丘陵

全域に広がっていたと考えられる。また、 3次調査区で確認

された装は5世紀から6世紀にかけての土坑訴で、時期的に

も長期に渡って墓地形成が続いたことがうかがわれる。

一=コー-←-
石棺、土繍墓完掘状況

元宮遺跡1、2、6次調査区遺構配置図 (1/200)
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3)試掘・立会調査、照会の概要

表3 試掘・立会調査一覧表
迎 跡 名 '11 Ji目的 調 n刷 所 IllI j~tfií li1 ;Uf.白1'" ::"Ii't期間 追跡の時代 ty， U: J自跡 出土Jll物 !):jJ!t所見

20 日間追跡閑綾地 応舗建設工Ijl 日尚字シプカワ2317-1ほか 267001' 30m 120420 なし なし 工事実施

21 口四条虫上手地区6次 貸庖舗新築~I，l(工事l i ニ和竿醤凶郎158-3ほか 1 946rr! 36肘 120516 なし 'J!:¥!!.罰 工'ii:J.!随

22 間lヶ1m迫跡 牧J!l辿:i!i f斗細工r辻原1794-1ほか 290001' 20nl 
1 20523~ 

なし なし 工事尖飽
120525 

23 惣回j!:l跡 進路建設事業 t~糊字想日]971 -1 4500m' 15m' 120525 なし
.tIW:r.l 

工事災飽
主;(且t掛少主I

24 日目耳沼跡 分別j也建eoi 日高中腹1588-1 615rrl 10rrl 120728 なし なし L事実施

25 結部Illill跡 'i:;地分.再開発 小迫字庖剖l凶 1303rr! 30肘 120803 弥生 <lq止
毘穴住民緋 弥生」ニ摺

発掘銅賞実施
倒立柱建物跡 土白li2'.l

26 J;U;' I~(遺跡 5<:% m成主'li 内河野学杉館65-4 509m' IOn1 120808 なし なし 工'Ii実則

27 今J止辿跡 友回子今以 1 16 n1 12m' 120831 古代・中世
住穴、磁石

土師熔少虫 先制潤it楽施
土坑

28 会所~{迎跡 f;1也泊成工'f¥ 田山宇骨11江690-4ほか 675nl 10m' 120831 古現時代 なし 須.¥!l湘 工司f尖雌

29 日間条里遺跡 宅地造成工可I 印刷字府矢215ほか 782rr! 10m 120919 なし なし 工市災施

30 八回遺跡隈抜地 中山 l山地1誼総合~鮒 東何回当f:.lIILO 30000m' 55rn' 121002 なし なし 工事実l1，g

31 NI松中村、朝日沼ノ原遺跡 畑地帯総合路側lli柴 三和、山田、小迫 (w泊) 26500m' 122m' 
121012~ 

弥注l時代
住人民Jlt.土抗

弥生上部
121018 住穴

121 030~ 炉、*有)Q~1
間文上保

32 Q!h(迎I!IJ区 広J"" J:~ iCI掘削引業 西有田平日原ほか 4917m' 218rrl 
121107 

縄文 。古I貴
住穴

石油 ， 発細l'B'tli-:胞
主1忠措J

33 日田糸里最/本地区 宅地分細工市 滋里字桑の本1012-1ほか 813n1 20rr! 121107 なし 土鮒 工'Jl実権

34 口問条盟堀柑J地区 児肱f由雄設工・/1 rj'械町210-1 813ぱ 15m' 121109 なし 土樹 工事実l1，g

35 日間条盟佐111ノ元地区 民18鰍磁波工lJi i匪埋宇佐昆ノ元3-1はか 2800111 20m' 121113 なし なし 工事実施

36 足ヶ泡iO跡陶核地 1:1協{{j舎新築エリE 花月字史))日2707-10ほか 3029rr! 55rr! 121116 なし なし 工1jJll<fit!i

37 日tfJ辺勝飢般地 ログハウス工'Ii 日74字2325-1 5503m' 40rr! 121118 なし なし 工'ji実施

121112- 量産穴住f.~ JJI
弥生土器

38 本村迫跡3次 開発宅地造成Z市 滋ill'f本村936-1ほか 1301 "1 15n1 
121122 

弥生・古111
士抗、 鍛冶沼町'l~

狽思迦 発掘間i'i尖施
t師沼

39 大部j且跡隣接地 畑制~j由州建肢 日向字以艮2570，Tt2 63rn' 7m' 121122 中世~近世 水田附 土保片 工I/Jj担胞

4U 日目条里岩FF地区 住宅用注廃止 部里字楢ノ下1237-3 212m' 10rr! /21124 中i!!:水田勝 土日4片 工事実施

41 八回遺跡隙該地 中山|日Il也M総合艶削 l!!干I凹平氏原5915ほか 34000m' 15ni 121127 なし なし 工事実飽

42 高瀬条盟深野旧地区 市遭改良工，ji 時間置字i1f.野町950-1 4500ぱ 10m 121128 縄文 中世 住穴、 土坑 土日H 発細創i'f.:J.!施

43 惣回ill跡8区 宅地造成工事 1，::;細字惣回970-2 1 586m' 27m' 
121129-

遺物包含腕 石棺.土開 工!ji;)f施
121130 

44 目白糸嬰内掴1地区 巡動刷武也刷新造改築 間有田字肉J踊156 1674ni 17rr! 121203 '"回附 なし 工'~;J.;胞

45 商.j;i悶亦ハゲ迫跡隈接地 広1m泊tß附lll~ 西有旺!字引J:j!ほか 1550n( 16rr! 121207 なし なし 工ヰ~:).!胞

46 JlHI!古械跡 1'，¥綿基地川越ぷ 花月字上ノ/11587-5 404ni 5rr! 121226 なし なし 工!li:J{施

打製石斧

石w:

百ト生 t器

47 求米旦!平/;.1迎跡隣接地 県営開局!!l備I/l来 *来L且jヮl、西1350外 246000，，1 298rr! 
130316- 思穴住居跡 土師措

発御剖王立実施
130329 土1瓦、湖、柱穴 f!O，!J:lil 

輸入陶磁加

銭的

(JJU元通l'f)

表4 書類審査のみの照会一覧
受付月日 lli~ 目的 l' 定 J品 所 予 定 場 所 開 発面 lii

2000/ 5/23 民 !町 家出j曲第工事 小迫字左京平1122-1ほか 741ぱ

2000/ 5/25 民 1m 宅地分;lIrJll発 ボ米盟士i'W七双支104-1ほか 112001 

2000/ 5/30 民 |凹 耳iJ1l場 二本松一丁目二(-159-39、165-5 1162n1 

2000/ 6/15 民 |問 リサイクJレセンター 花月半土日1平2124-1ほか2矯 2500m' 

2000/ 6/26 [~ |問 家路新築工事 J工手字松111369-3ほか 323ni 

2000/ 9/26 民 削 宅地造成工，~ 十=.r半水町r671-4ほか 1300rr! 

2000/10/16 民 削 n曲線量L地liij建設 有田字小河内2946-4ほか 405m' 

2000/12/ 5 i、A 共 住宅総瞥工、II 小迫字小i且ノ上352-31ほか5fT¥ 12103町{

2000/12/ 8 公 共 道路改築工'11 上峨内町1107-5泣か 8000n1 

2000/12/12 民 IIU ケアハウス{駐車胤) ポjK単平!;tl咽607-2.3.4.608-4ほか 266401 

2000/12/13 民 m 家昆I目築工耶 前瀬字銭関49-2ほか 447n1 

2000/12/25 民 IlIJ 川地造成 一市字石It;lffi761-2 160601 

2001/ 1/10 公 共 iIi迫改良耶集 日/::;字 4738肘

2001/ 1/23 石『、 共 公l副睦[柑Jlr業 f宅手字559ほか 500ni 

2001/ 2/15 民 f瑚 宅地道成工・JI 自有凶字皐/本249-1ほか 107501 

2001/ 2/19 民 IIU 宅地j註成工市 i!fHn字小見取1125-1ほか 141401 

~O~/ 2/22 民 l四 新規変m所新~a工事 本町平618-1ほか 194301' 

つtつjv



朝日宮ノ原遺跡(1/5，000)
~l'l 

葛原遺跡(1/10，000) 日田条皇桑ノ本地区(1/5，000)
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西有田赤ハゲ遺跡隣接地(1/5，000)

財津古城跡(1/25，000) 求来里平島遺跡隣接地(1/10，000)
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11 平成10年度の埋蔵文化財保護事業
1.三郎丸古墳 一石室崩壊防止のための緊急調査一

所在地大字友田字三郎丸1941

担当者 行時志郎・若杉竜太・渡逃隆行

調査面積

調査期間 120605~ 120607、130317

保存'修理の概要

三郎丸古墳は花月川と三隈川の合流点付近の右岸に位置する。

古墳の南西約100mには盆地内にいくつか見られる独立正陵の

lつである星隈山には横穴墓群があり 、44基の開口が確認さ

れている。

古墳は現在、市の指定文化財となっている。古墳は4月時点

で石室天井石の一部が崩落し、辛うじて側壁の石と天井石がか

み合い、落下を免れている状況であった。その応急処置として、

石室内に真砂土を入れ、石室が壊れないように保護した。その

後、3月には古墳の現状測量を行い、崩落の原因となっていた

墳丘上の大木の一部を伐採し、崩れている古墳の東側にこれ以

上崩れないよう、土止め工事を実施した。

また、調査中に墳丘において、須恵器高杯の脚部片を採集した。胸l部の透かしは上段と下段の一部が残存し

ており、残存状況から長方形の2段で、 3カ所と考えられる。外面には沈線と回転ナデ、内面はシボリ目、回

遺跡位置図 (1/5，000)

転ナデが見られる。時期は6世紀後半と考えられ、古墳の築造的を考える上で参考となる。
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表採須恵器実測図 (1/3)
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煩圧測畳図 (1/200)
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2.元大原宮宝僅印塔の修理・移築

所在地求来里字元宮432-1

担当者 行時志郎・吉田博嗣・若杉竜太・渡過隆行

保存・修理の概要

元大原宮宝僅印塔は、元大原宮社殿西側の正陵裾部に2基が

あり、南側にある 1基は完全な形を残し、北側の l基は塔身・

格狭間・笠のみが残っている。この北側の格狭間には、貞和3

年(1347)の造立年月日と願主である西国・妙仙、造った人

物である一乗の名が墨書で記されており、造立年代のわかる日

田市の数少ない石造文化財として、昭和57年5月11日に市有

形文化財の指定を受けている。

その後この塔は、平成3年に九州地方を直撃した台風19号

により、塔南側にあった杉の巨木が倒れてそのまま南側の塔を

直撃したため倒壊し、格狭間や風輪、基礎、塔身のほとんどが

破損したため、急速同年に保存修理を実施している。

調査面積

調査期間 130305----130307、130314----130330 

今回も、平成11年の台風18号により 、塔西側にあった杉の巨木が根こそぎ倒れ、その反動により塔のある

地面が持ち上がってしまい、再び南側の塔が倒壊してしまった。このため、平成12年度に現状の記録作成を

行い、地慣らしを行った後、保存修理工事を行うことにした。ところが、記録作成後に地山整地の段階で、基

礎の下から遺構 ・遺物の出土があったため、整地すれば一部カットになることから、ともかく遺構の確認のた

めの調査を急ぐこととなった。その結果として、銅銭(寛永通費)や土師質土器小皿、恵比寿型土製品、鋼板

など造立年代とは異なる時期的にも新しい近世の遺物が出土した。その後、元大原宮の氏子総代の方々と塔を

もとの場所に戻すかどうか協議し、現状の場所では、また杉の倒壊により破損する恐れもあるため、現地点よ

り東側の境内の中に移転する運びとなった。また塔のあった場所には、応急処置として、真砂土を入れて現状

のまま残すことにした。

この遺構より出土した遺物は 1~ 13が土師質土器小皿で、ロクロ整形を行うものの、大半には指頭圧病が

残る。 14は糸切り底の土師皿で、 15は恵比寿型土製品である。これらの遺物は多数出土しており 、その他に

も銅銭(賓永通費)や鉄釘、鋼板などが見られた。

宝僅印箔現況 宝僅印矯修復・移設後
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1 淡茶褐色土

2 暗褐色土+黄褐色ブロック士、この上周に
造物を多く富む

3 貫栂色ブロック土+ややしまリ強く粘性強い
(石、 銅箆寄~くきむ)
4 信幸褐色士、やわらかい
5 暗黒褐色土、しまりなくやわら力、い
6 黄茶褐色粘鎚土、粘性強い
7 黄掲色士、地山ブロックと同一

3、4居木信漕箔土
5陪 木棺扇情土

6、7脂木健駆込め枯土
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北東側面
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皿 平成12年度の埋蔵文化財普及・啓発活動
1 ) 長者原遺跡4次調査現地説閉会

長者原遺跡、の調査成果(詳細p6l の内容と意義について広く一般に公開する目的で、平成12年7月22日(土

曜日)に長者原遺跡の現地説明会を市教委の主催で開催した。午前と午後の2回に分けて行い、合わせて122

名の参加があった。当日は4次調査で発見された弥生時代後期~古墳時代初頭の環濠、竪穴石室、石棺塾、及

び出土遺物を前にして、その詳細と長者原遺跡における弥生時代の環濠集落、及び古墳時代の墓域の存在意義

について、市教委担当者が説明にあたった。

現説風景1 現説風景2

2) 大肥郷で弥生時代の稲穂摘み体験

大肥郷ふるさと振興会が、平成12年10月22日(日曜日)に、

大明地区の小学生を対象に行った稲刈り体験の一環として企画

主催したものに市教委が賛同、協力して実施したものである。

大明地区の親子約40名の参加があった。

当日は、弥生時代の衣装に扮した市教委担当者が弥生時代の

米作りについての説明を行ったあと、現代の稲刈りとの比較な

ども行いながら、実際に弥生時代の衣装を着て、石包丁を使っ

ての稲穂摘みを行った。

3)平成12年度の刊行物一覧

| 書 名 |凱門|総ページ
1 I三和教団逃跡D地点 24 I A 4 I 12 

2 I元 宮 巡 跡 I25 I A4 I 24 

3 I山 ノ 口 巡 跡 I26 A4 8 

4 I三和教田辺跡G地点 I27 A4 8 

|平均追跡 D地 点

塔 ノ 本 古 墳

11 5 1祇岡原遺跡 2次 I28 I A4 
長迫遺跡 C地点

長迫追跡 D地 点

|尾池遺跡 6 次

稲穂摘み風景

内 2ヨ
宅地分譲造成工事に伴う埋蔵文化財発掘調査の成果、旧石器時代の石潟、弥
生時代中期の遺構を所収。

福祉施設建設工41'こ伴う埋蔵文化財発掘調資の成果、古墳時代後期の襲、中
世の塚、 笠培婆等を所収。

資材i出l場建設工事にfI'う埋蔵文化財発掘淵査の成果、縄文l時代晩期の土器
石器、中世の土器等を所収。

宅地分譲造成工Jsに伴う埋蔵文化財発術調査の成果、弥生時代、古域時代の
遺構を所収。

市道目白有回線改良工事に伴う埋蔵文化財発掘調査の成果を所収。

平日追跡D地点・・・弥生時代後期の迩棺望、古墳時代後期の円債を所収。

塔ノ本古墳 古境時代後期の円墳を所収。

139 祇岡原巡跡2次 弥生時代の建物、近世の墓等を所収。

6 I大波羅遺跡 I29 

7 |尾糟逃跡I30 
8 |日田条盟上手地区5次I31 
9 I川 原因追跡I32 

A4 

一一一M一一日

長迫泣跡C地点 古墳時代~古代の集洛遺構の概要報告を所収。

長迫泣跡D地点。 0・古代の住居跡等を所収。

尾溜i立WI'6次ー古lft時代の住居跡、近世の建物群を所収。
|都市計画街路城町山瀬線道路改良工事に伴う埋蔵文化財発掘悩の成果 弥
生時代の潟、古邸時代の湖、古代の建物、満等を所収。

池辺地区県営闘場整備事業に伴う埋蔵文化財発掘調査の成果、縄文時代~中
世の沼械を所収。

宅地分譲造成工事に伴う埋成文化財発御調査の成果、中世の辺栴を所以。

県蛍;広域営農団地段通務備事業に伴う埋蔵文化財発掘調査の成果、中世の建
物、議等を所収。

106 
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W 平成12年度埋蔵文化財センター受領図書一覧

密 名 寄 贈者 刊行年 密 名 寄贈者 刊行年

東京都 九州縦鎚自動車illl剥!系埼蔵文化財調査 悩岡教育委員会 1974 
谷中三崎町迎跡(正迎寺跡) 台東区文化財調査会 2000 報告N(図版制)
明治大学博物館研究報告第5号 明治大学博物館事務室 2000 九州縦貨自動車道関係埋Ji&.文化財調査 11 1974 
i奇玉県 報告V

奥の山古墳瓦深古墳 中の山古墳 同玉県教宵委員会 1989 九州縦質白動車道関係埋蔵文化財調査 11 1975 
徳島県 報告VI

似品市埋j波文化財発侃調査概要9 徳島市教f-j委只会 1999 山陽新幹線関係型脱文化財調査|既報 11 1975 
阿波国IH跡発掘調査報告75 11 1999 福間隔バイパス関係埋脱文化財調査報 11 1975 
大阪府 告 (])

jf. t\~平成 12年度 制大阪府文化財制資 2000 繍|判 ~バイパス関係埋蔵文化財調査報 H 1976 
研究センター 告第3t担 (2)

l祁戸遺跡の調査 11 2000 福岡商バイパス関係埋蔵文化財綱資報 H 1976 
発御速報展大阪2000 大阪府立弥生文化l書物館 2000 告書14集(図版制)
高槻市文化財年報平成10年度 高槻市教育委員会 2000 今宿パイパス関係埋蔵文化財調査報告 H 1976 
史跡・今以I家古償10年度ー第2担」桜碓i出 11 1999 m4t.1~ 
調査 山陽新幹線関係埋般文化財調査報告WI H 1976 
附上遺跡群24 11 2000 山陽新幹線関係:!!]]!i型文化財調査報告第2 11 1976 
史跡今城塚古t!U1 年度規桜前'~æ凋在 11 2000 九州縦n自動伝道関係担版文化財調査 11 1976 
安満宮山古I貨 11 2000 報告vll
堺市文化財綱査概要報告第84冊 堺市教育委員会 2000 山間新幹線関係埋蔵文化財調査報告 11 1977 
今里大塚古殿第3次3調査概要労ノfIFIi. 大阪大学井ノ内車塚 2000 m41長上~
I家古境第3次調査概要 古別調査団 山陽新幹線関係制服文化財調盆報告 11 1977 
昼飯大塚古}負V 大阪大学姪飯大塚古 1999 第4tお下巻

債発JHii調資団 今宿バイパス関係埋Ji&.文化財調査報告暫 11 f 1977 
京都府 第5策
京都府埋蔵文化財情報第75~78号 (糊京都府埋蔵文化財 2000 福岡市バイパス関係埋蔵文化財調査報告 H 1977 

調査研究センター 2お6集 (3)
大払i追跡調査報告 腕桜井市文化財協会 1995 福岡市バイパス関係埋itN，文化財閥査報告 11 1977 
絞井市内埋磁文化財1992年度発掘調査 11 1 993~ 第6集[到11坂
報告書l、2 1994 祐il品;/I'Hバイパス l刈係j!j!版文化財，V，~l査桜告 11 1977 
桜井市内理級文化財 1994年度発銅;lJ~査 11 1995 気17集
報告高l 私i問陶バイパス関係埋蔵文化財調査報告 11 1978 
桜井市内埋蔵文化財1995年度発掘調査 11 1996 第8集 (4)
報告書l 福岡l材バイパス|刻係埋蔵文化財判官報告 11 1978 
平成7年JY:国庫補助による発械調査報告笹 11 1996 第8集(下)
滋賀県 私iI"iJi羽バイパス関係J:fl1版文化財訓u報告 11 1978 
史跡衣川版、i-跡整備事業報告iTf 大津市教育委員会 2000 第8W (下)付図 11ズj~91苅

坂本追跡発掘調公報告i.!.i 11 1989 山防新幹線開係坤一政文化財調査報告第6t長 11 1978 
北山田ill跡発掘湖査報竹;!? 11 1992 九州縦1't自動JIl迫|史|係理級文化財調査 H 1978 
愛媛県 報告xx
E14:£神社迫跡 松山市教行委員会 2001 九州縦白自動車道関係埋蔵文化財調査 H 1978 
斎院の遺跡11 11 2001 報告xx付図
小野地区の遺跡 11 2001 九州横断自動卓道|則係埋if}j，文化財調資 11 1979 
東野中畦遺跡 11 2001 jl旺判i
松山市埋蔵文化財調査年報12平成12 11 2001 九州横断自動車道関係埋l版文化財調査 H 1980 
年度 概報11
行l附巡跡一本文 図版編ー 松山市教討委n会製紙 1999 若宮古田工業団地関係耳fll尚文化財;調査 11 1980 

文化センター 報告-ili第3集
太山寺経因追跡-1~5次ふl 俊一 11 1999 制阿南バイパス関係埋蔵文化財閥査報告 11 1980 
松山市道「平井 水泥線JWl辿辿跡古 11 2000 第9W総栄治j
市遺跡下苅屋遺跡-2-3次調査一 二丈 浜主道路関係埋蔵文化財i制打報告 /1 1980 
来住久米地区の泣跡皿 11 2000 九州横断自動車泊[%)係埋蔵文化財制査 11 1982 
大獄]逃跡-3次調査 11 2000 報告l
松山市考古館開館10周年記念平成11年 松山市考古館 1999 今宿バイパス関係埋蔵文化財調査報告 11 1982 
度特別展 〈絞乱の時〉 第6*上巻
山口県 今宿バイパス関係剤!版文化財調査報告 11 1982 
研究紀要第4号 下関市立考古博物館 2000 第6集下巻
下関市立考古博物館年報5平成11年度 11 2000 今宿バイパス関係埋蔵文化財調査報告 11 1982 
向田追跡 財団法人山口県教育 2000 第7集

財団山口県埋蔵文化財 野間:忽跡群 11 1982 
センター 筑前秋JL'it干城跡 11 1982 

東禅寺.~--.n山辿跡 V 11 2000 二丈浜玉道路関係埋波文化財i澗 .~f報告 II 11 1982 
福岡県 九州横断自動車道関係埋蔵文化財閥査 11 1983 
福岡県itl玄社遺跡調査概報 福岡県教行委員会 1968 報告2
片山古墳群 11 1970 八木山バイパス関係埋蔵文化財調査報告 11 1983 
福|刈雨バイパス関係埋蔵文化財調m-ll 11 1970 塚堂追跡 l 11 1983 
告第 1~長 九州横断自動車道関係埋蔵文化財部，Iff. 11 1984 
九州1縦貫自動車道関係埋蔵文化財調査 11 1971 報告5
報告H 塚堂辿跡IIA地区 H 1984 
今宿バイパスl主l係埋蔵文化財調査報告 11 1971 塚堂迎跡illE地区 H 1984 
第2集 今出向田辺跡 11 1984 
福岡県土井郡小郡追跡発制調査概報 11 1971 東太田巡跡 H 1985 
日上迫跡 11 1971 草地i河床巡跡 11 1-985 
峠山辺跡 福岡県教育委口会 1973 塚z1:迎跡ND地区(第l分冊) 11 1984 
九州縦賞自動車道関係珂1ii~文化財調査 11 1972 塚堂j立跡ND地区(第2分i冊) 11 1985 
報告III 合のJ以追跡 11 1986 
九州縦cr自動車道関係埋蔵文化財制賞 11 1972 千ぬ古墳群1I 11 1987 
報告皿(付図) 箱l附泣跡 11 J987 
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書 名 寄贈者 刊行年 魯 名 寄 贈 者 刊行年

九州横断自動車道関係埋蔵文化財調査 11 1987 東那珂4鳥田l 福岡市教育委民会 2000 
報告 1 0~12 那珂24、25、36 11 2000 
牛~i烈跡群 H 1988 板付周辺追跡調査報告苫;:j121集 11 2000 
均i:iitJldII-J);V E地区 (L'3~6地点) 11 1988 南八I柿巡跡5 11 2000 
九州横断自動車道関係唄!被文化財調査 11 1988 笹原2 11 2000 
報告14、15上下 女野C迎跡 11 2000 
矢留遺跡 11 1989 井尻B池跡7、8 11 2000 
九州横断自動車道関係埋蔵文化財調査 11 1990 日佐追跡 11 2000 
報告 1 6~ 19 田島小松浦泣跡第I次調査岡島A巡跡 11 2000 
犬 U.f:)1 11 1990 梅林辿跡第 1i.欠調査 11 2000 
山家人形原巡跡 11 1990 有国 小田部33，34、35 11 2000 
井牟回古噴群 11 1991 吉武Jld跡群VJI 11 2000 
犬11町fI 11 1991 入部X 11 2000 
奈良尾追跡 11 1991 内野遺跡 11 2000 
津留迫跡 11 1991 J R筑m~線復線化地内辿跡埋伏文化財 11 2000 
九州横断自動車道関係埋蔵文化財調査 11 1991 調査報告~
報告20、21 周船寺遺跡群3 11 2000 
九州横断自動車道関係埋蔵文化財調査 11 1992 小田C巡跡 11 2000 
報告22~24 井相田CJld跡5 11 2000 
金屋追跡 11 1992 久原瀧ケ下 11 2000 
荒lIitl雨久保辿跡 11 1992 皆見樋ノ口追跡 11 2000 
泣跡l;字組l分布調査報告書苫 11 1992 llrlIj国府跡惣社地区 l 11 2000 
戸原堀ノ内逃跡 11 1993 福岡市埋蔵文化財センタ一考報第19 11 2000 
砥上上林浩跡 I 11 1993 福岡市耳目版文化財年報Vol.13 11 2000 
小柳遺跡 11 1993 平成10年度 (1998度版)
九州横断自動車道関係埋蔵文化財調査 11 1993 埋蔵文化財調査室年報16平成10年度 例北九州市教育文化 2000 
報告25~27 ゆ業団埋蔵文化財調

日永追跡 l 11 1993 査完ご

辻垣アサマル追跡 11 1993 研究紀要第14号 11 2000 
菟ギ坂古脱II下 11 1993 1'J 丸尾j立跡 11 2000 
久富市ノ玉追跡 11 1993 片野追跡 11 2000 
高江原口追跡 11 1993 脇田丸山泊跡2 11 2000 
下宿j尿病原敷巡跡 H 1993 i\1.~槻巡跡第9地点 11 2000 
池ノ本泣跡JI H 1993 高坊追跡(第 1i欠剃査) 11 2000 
辻垣畠田 -長j自治跡 11 1994 盟IfU可巡跡第 l地点 11 2000 
国後追跡 -西一町IU辿跡灰山辿跡 11 1994 小倉j成跡第3地点 11 2000 
日永辺倒トJI 11 1994 高槻遺跡第10地点 11 2000 
堺町・大碇追跡 11 1994 tn辿跡 (C)3 11 2000 
前田辺跡 11 1994 長野小西田辺跡 H 2000 
fJt野古川巡跡 11 1994 上横代i立跡 11 2000 
九州横断自動車道関係埋蔵文化財調査 11 1994 丸ノ内遺跡 11 2000 
報告28~32 北方追跡第7次調査 11 2000 
干拓逃跡(旧柳河滞領) 11 1994 長野フンデ泣跡1.2.3区の澗盗 11 2000 
F刷崎追跡 11 1995 丸ノ内 I~Jjli跡 11 2000 
一三毛門放生田巡跡 11 1995 行正追跡 11 2000 
新延貝塚 11 1995 研究紀要7、8 北九州市立歴史博物館 1999-
久良々i自跡命良辺助;.天神田ill跡 H 1995 2000 
仮塚南追跡 H 1995 北九州市立歴史博物館年報22~23 11 1999 
徳永川ノ上追跡 111 1995 平成9、10年度
上唐原巡跡[ 11 1995 再見城下町小倉 11 1998 
宇野代治跡 11 1995 広}:f山偏泉寺の名品展 11 1999 
鋤先迎跡 11 1995 新選l収蔵品展 11 1999 
九州横断自動車道関係矧l浜文化財調査 11 1995 粋~男の道具だて~ H 2000 
報告33上ー下巻、34、35、36、37 博物館だより20、21 H 1999-
) ，t)尽 ~泣辿跡 11 1996 2000 
徳永川ノ上巡跡JI本文 図版 11 1996 盛岡名所 H 2000 
中村石丸遺跡上。 下巻 11 1996 .;r'-))ヌ追跡 前原市教育委員会 2000 
徳永)11ノ上泣跡田本文 ，図版 11 1997 須玖岡本辿跡発見100周年記念展 春日市奴国の丘資料館 2000 
)f'.;取五反田巡跡 l上下{!; 11 1998 合政i立跡群 那珂川町教育委員会 1999 
船越こノ上遺跡 11 1999 中 !Jí~・ヒナタ Jl1腕耳T 11 2000 
~取五反田M跡 11 上・下巻 11 1999 大薮池追跡群、後野 山ノ神前迂i跡1lf 11 2000 
船越高原A追跡、l 11 2000 鶴m山古江'lV 11 2000 
仁右衛門畑ill跡 l 11 2000 前田辺跡群町 11 2000 
船，/jg向原A追跡 l 11 2000 安徳台 11 2000 
上1苫取l了将1迂j跡 IJ 11 2000 筑前|員分寺跡JI 太半府市教育委民会 1999 
西新町T遺跡Il 11 2000 馬場追跡 11 ]999 
術岡県J!N磁文化財発捌潤査年報平成9年 福岡県教育委 2000 太宰IH条坊跡、XI、XII、X凹 11 1999 
特別史跡王塚古江:tの保存 福岡県文化財制強会 1975 太'f府 ・佐野地区illunf以 11 1999 
香椎BM跡本文 ・図版編 福岡市教育委 2000 械岳迫跡 11 1999 
告株A遺跡2 11 2000 御笠団印出土地周辺m跡 I 11 2000 
昔日木古Jl'Wl' 11 2000 太守'府条坊捌;XN、XV 11 2000 
吉均i祝町1 11 2000 太宰府・佐野地区mu都府X 11 2000 
有ili!i.j9比忠盟十日追跡 11 2000 九州巨1m>>中道筑紫野 1. C 筑紫野市教肖愛員会 1999 
堅粕4 11 2000 太守'府条坊跡 11 1999 
博多69、70、71、72、73、74 11 2000 大町'泣跡 11 1999 
上月限;li跡i持2、3 11 2000 史跡杉均()先、干 11 2000 
雀居巡跡、5 11 2000 原田地区i立跡群 11 1993 
東比必三丁目j11跡 11 2000 第24回くるめの考古資料展 久留米市数百委員会 1999 
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書 名 寄贈者 刊行年 書 名 寄贈者 刊行年

神道逃跡第18次i制資 久留米市教育委員会 1999 枝去木分校入口迫跡 11 2000 
庇 I~古侍尾数追跡第4次調査 H 1999 菜畑内田泣跡 (3) 11 2000 
筑後図府跡第 162 ・ 164次 j!J，~査報告 11 1999 野原追跡 11 2000 
鳥飼小学校校庭遺跡 11 1999 久池井五本杉遺跡 (1.2i大淵査) 大和町教育委員会 1999 
木!:1(巡跡第5次調査 H 1999 r也ー仁三本松迫跡 11 2000 
筑後l両府跡 11 2000 山村家文書目録 玄海町教育委員会 2001 
今泉迎跡第5次調まま 11 2000 武雄市内古窯跡群発動l出M査報告3・ 武雄市教育委員会 2000 
金丸遺跡 11 2000 (萱ノ烹跡)
平成11年度久留米市内巡跡鮮 11 2000 長崎県
山川前田辺跡 11 2000 県内主袈遺跡内容確認制査報告;!fill 長崎県教育委員会 2000 
三沢古賀辺跡2区 小郡市教行委員会 2000 出品和凶商館跡 11 2000 
西島下圧原巡跡三沢迎愉巡跡 11 2000 瀬古;宍跡 長崎市埋蔵文財調査 2000 
上岩田追跡調査概報112000 協議会

横|寝上内畑遺跡2 11 2000 桜町遺跡 長崎市教育委員会 1999 
寺福竜巡跡 11 2000 。時j桝町辺跡 11 1999 
津古片曽車電池軍事2区 11 2000 jli{城発制 T判イT!.!i町教育委員会 2000 
西森田治跡2N'Y'V]地点 大刀洗町教育室~Ll会 2000 長崎街道鎖国下の異文化情報路 大村市教育委員会 2000 
甲条神社泣跡11 11 2000 以丸遺跡ほか発~ili ，UM査概縦Yo1. 2 11 
大刀洗飛行場燃料]，F 11 2000 玖島城跡玖品川改修工事に伴う発似JN奄 11 2000 
拠当正、1占墳 H木市教育委口会 2000 原の辻遺跡 原の辻辺跡保存等 2001 
制淑械跡112000 協設会

須川ノケオ遺跡 朝倉町教育委.U会 1999 熊本県
朝倉町の古墳と埴翰付編112000 つつじケ丘横穴群発掘翻査慨報W 熊本市教育委員会 2000 
民川林巡跡 (2次淵1't) 八女市教育委員会 2000 大江追跡群皿 11 1997 
一竿追跡Il 11 2000 神水辿跡田 H 2000 
八女東部地区根版文化財発担Il;W，j資概報 11 2000 熊本市埋蔵文化財調査年報第3号平成9 H 2000 
白石追跡 11 2000 年度~平成10年度
埋蔵文化財調僚概報JJ 11 2000 字土城跡(西岡台)m 守人|二市教育委u会 2000 
羽犬塚寺ノJ協i立跡 筑後市教育25!fJ.会 2000 問ノ減跡 I 南関町教育委員会 2000 
筑後東部地区jむ跡群凹、 W 11 2000 阿蘇町辺跡地図阿蘇11汀辿跡詳制|分布調 阿蘇町教育委員会 2000 
筑後西部地区追跡昨[J 11 2000 考古学研究室報告貰;34、35集 熊本大学文学部考古 1999 
筑後西部第2地区ill跡鮮日J) 11 2000 学研究室

上北島花畑泣蹴; 11 2000 熊本大学埋蔵文化財調査年報6-1999 熊本大学理磁文化財 2000 
県指定川ι'iO鎖市指定川島古墳前 飯原市教育委員会 1999 年度 調査室

夫婦石辺跡 11 1995 大分県
川島古墳群 11 1995 玉沢地区条里跡(ガラ ンジ地区 茨川 大分県教行委員会 2000 
明星守I布地区jjJ跡群田 11 1995 原近世墓地 図仲地地区)
飯塚市内辿跡詳細分布淵't'f報?hiF 11 1997 県指定有形文化財主要ノ回板碑 11 2000 
カクメ石古演 11 1997 中hiI舟久追跡 11 2000 
上原逃跡 11 1999 千均n国泣跡 11 2000 
!lff毛尾治跡 11 1999 森の木j立跡 11 2000 
日月星寺遺跡日] 11 2000 炭i官jid跡 11 2000 
両方市内illU9F訴 I 直方市教育委員会 2000 小野家墓地発抑制ff.報告3 11 2000 
西光主ill跡 11 2000 尾il"jill跡(第2次WM査区・第5次調査区) 11 2000 
水町逃跡鮮 11 2001 上ノj以平原辿跡 11 2000 
片Lll辺跡 11 2001 i台別当遺跡 11 2000 
金台寺過去帳 芦屋町教白会員会 2000 四 U i\i上ノ ))j(横穴~:i併 11 2000 
戸屋町歴史民1良資料館年報平成II年度 11 2000 瀬戸償訴前瀬戸巡跡帆足以跡 11 2000 
第l号 大分以槻蔵文化財年報B平成10(J 998) 11 2000 
防ii甫 浮底的m[教({愛員会 2000 年度m>i
挟間宮ノ下jiJ跡()立構縦) '8'前市教ri炎口会 2000 六郷山寺院j削断'(~認調査報告{'}vm 大分県立歴史博物館 2000 
位前I有の岩)，神楽銭前神楽入門 11 2000 豊後IciiJ安峨郷 1~lil東半島荘岡村洛遺跡 11 2000 
12前市内遺跡分布地図 11 2000 詳細分布調査概報
文化のかおるまちずくりをめざして 11 2000 大分以立歴史1噂物館調査報告白第3集 11 1999 
佐賀県 大分市歴史資料館年報平成9、10年度 大分市歴史資料館 1999~ 

東福寺巡跡 佐t'1県教育委員会 1994 2000 
肥前図長山:l~壬領関係史料集 )1 1994 Funai府内及び大友氏関係泣跡総合調査 11 1999 
抗告;追跡1. 2区の調査 佐i'.ï市教手J~員会 2000 研究年報VIJ
若宮巡跡3区 4区 11 2000 原jl'l跡七郎丸 l地区・口JJ田|泣跡 国東町教育委員会 1999 
村徳永逃跡 13~16区の査 11 2000 安問~j~Jむ跡 11 1999 
森田辺I跡 112 ~6区の調査 佐賀市教肖委員会 2000 定的追跡田畑地区 台ill跡 中津市教筒委員会 2000 
増田巡跡1l1'NJ曽田追跡6区弥生l時代墳墓 11 2000 小路追跡・ 上}.i!.倣遺跡 久住町教育委員会 2000 
群の調査 市第W迂i跡 トワグ遺跡 ¥1.花逃跡 11 2000 
佐貨市;唄l波文化財確認調査報告書 H 2000 大迫iil跡徳)Jj(地区原岡第2j辺跡原地区 千歳村教育委員会 2000 
楽日m森定i跡2区筑州巡跡 1~ 11 2000 五郎丸近世泉地群 11 2000 
上九郎辿跡 II[支の調査 11 2000 大迫遺跡徳}Jj(地区原因第2迫跡原地区 11 2000 
上和泉追跡121出版ノ町辿跡4区 11 2000 三m地[メ:迎跡群発制湖任概報NilitM追跡 三:iIlIIIT教行委員会 2000 
古村逃跡1iT1古村ji'l跡4区 11 2000 (泉似地区)・ 屯ヶ ，(，:~繊穴h~昨竜ヶ1;，\古江i
1J~t永追跡]伴凹徳永;n跡4.5.6区 H 2000 赤松・野田泣跡 西国東郡大田村教育 2000 
則m追跡 (C地区)'i'T丸泣跡 鹿島市教問委員会 1996 委員会

杉追跡 11 1998 武蔵町の庚申塔 武蔵町教育委員会 2000 
旭ケi刊追跡鹿島城跡 11 1999 佐伯城下町辺跡 佐伯市教fJ委員会 2000 
鹿島成跡 112000 よみがえる角牟礼j戒 玖珠町教でi委員会 2000 
志田西IlJ2・3・4号窯跡器調先制罪報 塩田|町教育委員会 2000 アタタメ追跡 11 2000 
h!f津市内巡制;1旋.i{!，調査(J6) 足iif.市教育委只会 2000 坂口ill跡 11 2000 
管牟田荒谷ji'.l朔;(J) H 2000 角牟礼服跡 11 2000 
出荷 Ili立跡 11 1999 岸の上ji'i跡 耶馬is川J教育委員会 2001 
管牟田西山iむ朔 (3) H 2000 
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書 名

1998 
宮崎県教育委員会

寄贈者 i刊行年 書 名

11 

寄贈者 |刊行年

宮崎県

特別史跡西都原古潰税

鬼の窟古墳西都原205号境
国街跡保存，~草僚l基礎調査概要報告'2} N

平成II年度!箆業基盤盤事業に{半う発栂
調査概要報告書

宮崎県文化財年報平成II年度
神殿巡跡B-C地区南平第3遺跡南平
第4遺跡中ノ原巡跡
石用追跡・友!元j当跡

石I家城跡，鳥ノ子巡跡

瓜草第l 第2 第3遺 112000 
上の原rn2遺跡。上の原第1追跡・上の
原第4辿跡、 白ケ野第3巡跡A地区
白ケ野知3)立跡B地区
山中ili跡
竹ノ内i立湖、
大島畠田i辺倒:
平田迫Ji1跡

心廻辺跡

白ケ野第1-第4巡跡
滑川第j 第2巡跡ーlーー滑川第3
滑川第1泣跡-2--i骨川第2迫跡
山田第一ili跡 ・11'lm第2ill跡
赤木治跡発掘調査報告

諏訪廻第l遺跡
ズクノ山第2巡跡F地区

本野辺跡 (2)
高野j忠ju跡 (A区)、B-C区(1)、
(E~G 区)

平成II年度日南市内iid跡発1問調査概報
飲 II~の町並み保存20年間の記録
日南市文化財マップ

石河内本村治跡

鹿児島県

国史跡隼人塚山跡巡跡発掘凋査概報

歴史

東京都

歴史読本2000年 I1月号
伝統と文化No.24

{委人伝の国々

ものづくりの考古学原始以点.A術2001
千葉県

山武考古学研究所年報NO.18平成12年
業務経歴l昭和46年度~平山10年度
研究所案内

死・葬送， 議:lilj資料集成西日本編I、2
国立歴史民俗博物館研究科i告第83、84，
85集
神奈川県

泰野市立桜土手古墳以示館だより

Vol 1.18 
泰野の古J{t判成JI年度特別展
富山県

i'';J問御市山華やかな神の座
奈良県

埋蔵文化財ニエース95~104号

/1 

/1 

/1 

11 

宮崎県埋蔵文化財

センター
11 

11 

11 
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消武町教m委員会

門川町教育委民会

三股町教育委口会

宮崎郡田野町教育

委員会
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山武考古学研究所

11 

11 

国立歴史民俗博物館

11 

4長野市立桜土手古蹟

展示館
/1 

7.4 [，1，]市教 (ì~fl会

2000 

2000 
1999 

2000 
2000 

2000 

1999 

2000 

奈艮1]立文化財研究所 I2000~ 
埋磁文化財センター I 2001 

奈良 II1立文化財研究所年報2000ー[~ I奈良|目立文化財研究所 12000
文化財学報第十七、十八集 l袋良大学文学部文化財 IJ 999~ 

学科 1 2000 
三重県

第20回企画展平成12年度氾山市指定
文化財新指定記念 (Iiij編)

第20回企11町民lF臣秀占と亀山減主問
亀山市歴史博物館たよりVol.17
東海道亀山宿史料集

加藤秀!{~~LI nG三/12000 
ktl山市歴史博物館研究紀要第3号
多度町史民俗

島恨県

#.季特別展 I海j 海流に乗った古代の
p.!.~物語~える海を掬ける想い

亀山市鷹史博物館 12001 
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u
 

n
U
ハU
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11 12000 
多度l町教育委員会 12000 

島根県立八主立つ風 I1999 
士官官の丘資料館

国宝指定記念í~i"銅器の世界
山口

あやらぎ博物館だよりぬ3
|淘けん第12、 13号

熊本県

要覧平成12年度(第9号)
近畿地方の装日Jj古蹟平成 12年度後期
企画展「全Ijy装飾古墳シリーズ6J

大分県

別府大学紀要第41号
アジア歴史文化研究所報第17号

地域社会研究第l号

下関市立考古博物館

財団法人山口県教育

財団山口県埋蔵文化

財センター

熊本県立装飾古境館 12000
/1 12000 

日11府大学会 1 1999 
別府大学アジHf史文化 12000
研究所

学校法人別府大学地成 11999 
社会研究センター

2000 
1999~ 

2000 

地域社会研究第2号 /1 1 2000 
おおいたの石橋 |大分の石橋を研究する会 I2000 
大分県立宇佐土記の丘歴史民俗資料館 |大分県 宝'ド休風一I-.i¥己 I1996 
凋査報告iE台18集 |の丘歴史民族資料館

大分県立宇佐風土記の丘歴史民俗資料

館研究紀要19983Vol.l 
大分県立歴史博物館研究紀要]

史料館研究紀県5号
大分歴史博物館年報1999
おおいた歴j\ljNo.7~9

大分県立歴史博物館
/1 

/1 
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古代王権への道再発見九州川斗仁成12年度
特別展

沖縄県

沖縄県史ビジュアル版2港川人と旧石器 |沖純県教育委員会
時代の沖縄

沖縄県史ビジュアJレ版7具の道

その他

文化財(美術工芸品等)の防災に関する

手引き

E霊安文化財(建造物)耐i二診断指針
伝統文化を活かした地域おこしに関する

調査報告白

文化財修理報告i~rVoL2 (2000) 
人類誌集報2000

京都古書籍 .~i il} 岨資料目録第 l号

1/ 

H 

文化庁文化財保沼部

11 

11 

~浪文化財修Jm所
*五Ulti立大学人jJi誌
閑査グlレープ

京訴府古科絡商業協同

組合後111
九州前方後円境研究会

1998 

2000 
2000 
2000 
2000~ 

2001 
2000 

1999 

2001 

1997 

2000 
2000 

2000 
2000 

2000 

九州の相輪その変換と地域性第3回
九州前方後円山研究会

古代律令凶家とi毎;¥1¥の光芭中安追跡の |大分県考古学会事務局 12000
語るもの (資料集

中安追跡をめぐる新間報迫記録 /1 12000 
文化財保 fバ修復~'f.会第22回大会都品ií 別府大学文化財保存 1 2000
史旨集 l修復'1:会
I比多考古j創立10周年記念特集 第8号 |日田考古学問好会 12000 
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2000 
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